
本文 月日 差出人 宛所

禁制、黄梅院。一、軍勢甲乙人等乱妨狼藉事。一、伐取山林竹木等事。右条ゝ、堅被停止訖、若有令違犯之輩者、可被処罪科之由、所被仰下也、仍下知如件、長禄二年四月十日 散位三善朝臣（花押）・近江前司藤原朝臣（花押） 宛所欠

今河治部少輔并牢人已下事、近日令出張、可打入遠江国旨風聞云々、事実者、不日可合力守護代之趣、可被加下知同国榛原・新所地下人等之由、被仰出候也、仍執達如件、長禄三八月九日 之種（花押）・之清（花押） 南禅寺雑掌

尾張国凶徒等退治事、早相談守護代織田大和守好定、可被抽戦功之由、被仰出候也、仍執達如件、文明十八月廿日 英基・元連 飯尾三郎左衛門殿

知行分駿河国沼津郷事、就葛山押妨、被成奉書之条、無相違之処、号代官職、重而可入部云々、事実者言語道断次第也、所詮早任御成敗之旨、退違乱之族、弥可被全領知之由、所被仰下也、仍執達如件、文明十四年七月十九日 加賀守判・大和守判 曽我上野介殿

北野宮寺領駿河国河原一色事、近年押領云々、因茲神事退転、太不可然、所詮不日沙汰付社家雑掌、可被全所務、更不可有難渋之由被仰出也、仍執達如件（日記文：此御下知者、伊勢新九郎方へ同名右京亮以調法下之也）、延徳三五月六日 長秀判・為規同 今河龍王殿

御代始御礼事、先規厳重申来候処、于今無沙汰、太不可然、併■　公儀者歟、但有子細者、令上洛可被明申之、猶以令遅怠者、於所帯者、可有御成敗之由、被仰出候也、仍執達如件、明応五十二月廿一日 頼亮・貞通 富士中務大輔殿・葛山殿

永代売渡申御道者事。合壱所、在所尾張国鳴海・丹下・同両家方・寺島方一円大高花井名字中一円右之道者者、親ニて候者代々従山崎殿買徳仕候て、我等迄知行無相違者也、雖然依有急用直銭限参拾五貫文ニ、小田屋宗兵衛殿方へ永代売渡申処実正明白也、親ニて候者買徳仕候文書ハ、先年午歳大乱ニ失申候間、此文書可為支証者也、已後ニ従何方違乱之儀候共、此儀者一段申合候て売申候間、此道者ハ其例ニ不可成候也、殊道者在所同名字我等知行分一円ニ別ニ日記調渡申候、如此永代可有知行候也、仍為後日売券状如件、文亀三年癸亥六月八日 売主村松蔵大夫五郎国次（花押）・口入藤ゑもん清重（花押） 宛所欠

八月十二日、卯剋、於岡崎台合戦、忠節無比類、於後日可令褒美者也、仍如件、 八月十二日 （伊勢宗瑞花押）・（氏綱花押） 伊東とのへ

本目四ヶ村制札。一、当方家来者、諸事若有申者ハ、此制札を見せられ、横合之義申者を、此方へ可有同道。一、諸奉公事、直ニ可申合、仮初ニも自他所申者ニ、其使を此方ニ可有同道者也、仍如件、永正九年十二月六日 宗瑞・氏綱 平子牛法師丸殿

妙興寺領諸末寺温泉寺・称名寺諸散在以下共、任代々判形之旨、無相違永可有知行候也、仍執達如件、永正十三十二月一日 信貞（花押）・良頼（花押）・広延（花押） 住持

用之子細申付事有之者、此印判ニ申付者也、可加私判、用ゝ者、可相■者也、如件、永正十五戊寅十月廿八日 後藤（花押）・関（花押） 文頭に「鍛冶■■」

代々御判。一、範忠様御判形在之、由比惣領職跡事。一、範忠様御判形在之、法勝寺米棟別事。一、範忠様御判形在之、諸公事。一、範忠様御判形在之、小串方事。一、範忠様御判形在之、惣領職跡事。一、範忠様御判形在之、由利上関事。一、範忠様御判形在之、八幡村事。一、義忠様御判形在之、由比惣領職跡事。一、範忠様御判形在之、石河村段銭事。一、義忠様御判形在之、諸公事。一、氏親様御判形在之、小野寺事。一、氏親様御判形在之、寺尾役所事。一、龍王殿様御印判在之、名字家督事。一、氏親様御判形在之、寅寿丸継目御判在之。追而加知行張壱札其外書状共書物共在之。以上、御判数拾四、大永参癸未十二月廿四日 伯父成俊（花押影）・伯父民部丞光能（花押影）・上野小次郎光直（花押影）・片倉孫二郎光友（花押影）・神沢惣左衛門尉光吉（花押影）・柿島源三郎規重（花押影） 宛所欠

就宇苅郷御検地、百姓一色与三郎自然相願雖致退出、不可令挙用、若背制止者、一段可被処罪科之旨、御下知如件、大永四八月廿六日 親能・時茂・盛広 尾上右京亮殿

遠州白山先達事、今度被成御印判之上者、任御文体可被成先達、但浜松庄之内川西分者、二諦坊可為先達、自今以後二諦坊猶雖企相論、一向不可有御挙用之旨、被仰出者也、仍執達如件、大永五乙酉八月廿八日 盛広（花押）・時茂（花押） 頭陀寺千手院

飯積之内福田寺分。此分銭十二貫卅六丗六文、両毛分。六町六十分、本南。此外。此分銭三貫文。三町、松地ニ引之。以上十五貫丗六文、定納。此内。一貫五百文、百姓公事免。一貫文、諸色引。七百六十文、不作。以上三貫二百六十文、当定納、大永六丙戌九月廿一日 上使判・岡田判 飯積之内福田寺分百姓中（上書：飯積之内福田寺分検知書出　戌九月廿一日）

桑子殿御寺領御沽却之分、致走舞、悉請返寄進申候条、如元可為御寺領候、然者我々往生仕候者、於毎月当日、可預御廻向者也、仍為後日一筆如件、大永六年丙戌十一月廿八日 九郎衛門（略押）・都筑小三郎忠資（花押）・根石新四郎忠次（花押） 宛所欠

（端裏書「道閲・泰孝之判形」）。大樹寺祠堂方江永代買得相伝之田畠之事、并年起地等、縦雖天下一統之徳政入特ニ地起、於此祠堂銭并田畠等者、至子々孫々、努々不可有違乱煩者也、仍而為後日支証如件、大永八年戊子二月三日 道閲（花押）・祐泉（花押） 宛所欠

禁制（異筆：黄梅院）領相州山崎村、軍勢甲乙人等、濫妨狼藉事。右、堅被停止訖、若有令違犯之輩者、可被処罪科之由、所被仰下也、仍下知如件、長禄二年七月五日 散位三善朝臣（花押）・近江前司藤原朝臣（花押） 宛所欠

重須之百姓道安・道順与其方相論之あんと半帖并ほくら田・同たうちやう田壱反・同屋敷之田、如前々従当年可被相抱候、彼重須百姓一札之上者、不可有違乱候者也、仍如件、庚寅十月十九日 山対馬性徹（花押）・右馬允家祐（花押） 大川四郎左衛門殿

平沢之源六事、其方被官落居畢、若及緩怠者、可在成敗候、恐ゝ謹言、 享禄五年辰六月六日 綱信（花押）・綱吉（花押） 鈴木入道殿

永代売渡申田地之事。合一所五斗（見せ消ち：五升）代、在所はすのま。右件田地者、依有要用、直銭四くわん七百文ニ、大樹寺詞堂方へ、永代売渡申候処実正明白也、仍此田地者、大門之こてぬり四郎さへもんとの、ほそい新五郎とのとゑんきにつき申、ゆつり申され候間、いつ方よりもいらんわつらい有敷候、若すこしもとかく申者御座候ハゝ、此文をさきとして、子細を申さるへく候、無諸公事候、若又天下一同之徳政入申候共、於此田地ニ者、後日ニ相違者有間敷候、仍為後日永代之売状如件、天文二年十二月吉日 売主ほそい新五郎（黒印「米」）・同き三郎・使ひこゑもん（略押） 宛所欠（端裏書：永代之売状也、売状ほそい新五郎）

北波多野之内、羽根村百姓前之分、夏秋十五貫文ニテ候、是奇進申候者也、仍如件、天文三甲午九月廿三日 金谷斎栄永判・大藤三郎景長判 春窓院参

被官百姓等懸落、天方知行之内令徘徊之間、年来可還之旨雖相届、于今難渋ニ候、甚以不可然、只今被得上意候旨一返相届、甚上於不還候者、見合可取之旨、所被仰出也、仍執達如件、天文五二月十七日 右兵衛尉親徳・右衛門尉親貞 尾上彦太郎殿

永代売渡申道者之事。大世古宗左衛門、尾張国一円、在所尾張之国なこ屋一円なこ屋殿ろつく、久保、竹島、ひろい、たわた井野、おたい、杉之南方、きよす、宮わた、わつゝ、おしきり右件之道者々、宗左衛門方代々知行候を、大世古木戸孫三郎譲得候、雖然依有急用、限直銭百貫文、田中六禰宜忠彦江売渡申候処実正明白也、縦天下大法地起・徳政行候共、於此道者、不可有違乱煩者也、尚宗左衛門方道者此文書之外、尾張国ハ何方ニ候共、自其方御知行可有候、仍放券状如件、天文五年丙申三月廿七日 となり（略押）・木戸孫三郎忠顕（花押） 宛所欠

きしん申下地之事。七百五十文めのはた一たん、さいしよやくしたうのにし、まつ代きしん申、ことにこや地をも給候、色ゝ御ねん比ニ御事候かあいた、すへゝゝにおき候ても、一こんの申事あるましく候、そのために一ふてをまいらせ候、天文五ねんひのへさる十二月日まきうちけんきう内（黒印「印文未詳」）・源久（花押） くわこ殿さまへまいる（端裏貼紙：高木主水殿先祖御寄進状）

武州足立郡之内佐ゝ目郷之事、任先例、早ゝ奉付御神領者也、諸願成就、皆令満足之所、仍如件、天文六年七月廿三日 左京大夫氏綱（花押）・平氏康（花押） 雪下院家中

大樹寺棹舟軒寺領之事。西光寺阿弥陀堂五石目・地蔵堂五石目・観音堂五石目、三ヶ所合拾五石目令寄附候、於子々孫々、違乱有間鋪候、仍為後日如件、天文七戊辰年二月五日 長親道閲御書判・広忠道幹御書判 智閑参

宝生寺領。弐反、田、道之上下、壱町八反卅歩、畠。右此分、好玄寺如御意見、寄進申候、横合於何事諸役不可有之候、仍如件、天文十一壬寅年霜月二日 神保入道（花押）・大道寺帯刀代（花押）・西脇清九郎（花押）・曽祢貴衛門尉（花押）・久米入道（花押）・萩野九三郎（花押）・大村彦右衛門尉（花押）・関新三郎代（花押）・安藤源四郎（花押）・関善右衛門代（花押）・悪右京亮（花押） 宝生寺御役宿中

宝生寺門前之者共、塩潟公事之義、其外諸公事等、高源寺依御申、御赦免候、於向後誰人菟角不可申候、為其両人以判形申入也、仍如件、天文十一年壬寅十一月十日 江戸摂津守浄仙（花押）・景福軒呂胤（花押） 宝生寺御同宿中

中根弥太郎殿ニ弐十貫文、大竹源六殿ニハ主の名田を城へ納候分進之候、相のこり七人ニ、百貫文進之候、少もふさた有ましく候、万一無為ニ罷成候共、三木へ返置候事ハ、八幡も照らん有ましく候、両人へ御まかせ候へく候、為後日如件、天文十二六月十四日 阿部大蔵（花押）・酒与四正家（花押） 中根弥太郎殿・大竹源六殿

癸卯、長浜検地之書出之事。一、壱町六反大九十歩、田本増辻。此分銭。八貫廿六文、反別五文充。一、壱町四反大九十歩、畠辻。此分銭。弐貫九百八十七文、反別弐反充、両毛共ニ。已上拾壱貫百十三文。此内。壱貫六百文、三島やふさミ銭。壱貫六百文、同当大夫銭。壱貫五百文、田畠増之内指并神田・井領諸色ニ引。六百文、住本寺免此内百文・岡田ニ免。五百文、安養寺領免。三百文、定使給。已上六貫文。残而。五貫十三文、定納。此外。五貫文、道正綱代前ゝ。已上、天文十二年癸卯九月十五日 大草田島（花押）・笠原玄蕃助（花押）・笠原代加藤弥次郎（花押）・清水代鈴木善左衛門尉（花押）・関善左衛門代（花押） 長浜御代官・御百姓中

山下郷寺山之内田壱段・同畠小、国苻六所為鑰取免、令寄進候、但自此田之内十歩之年貢可出者也、仍如件、天文十二卯九月吉日 松田六郎左衛門尉（花押）・中村小四郎（花押） 寺山清三郎殿

板間郷内高来寺分検地書出。拾壱町三段半廿歩、田数辻。此分銭。五拾六貫七百七十七文、反別五百文充。此内。壱貫文、井料免。残而。五十五貫七百七十七文、納。拾弐貫、山下ニ伏、田畠辻高根分共ニ。合六拾七貫七百七十七文、定納。但シ諸役等者可為如前々者也、天文十二癸卯十月十八日 中村小四郎判・関新三郎同・関戸宗悦同・松田六郎左衛門尉在判 高来寺別当坊

為道見・道嘉、小法師かたより大平之郷此方名田中を以、壱石弐斗目寄進被仕候、於末代相違有間敷候、為其添状如件、天文十弐十月十九日 堀平右衛門入道道清（花押）・高橋一左衛門入道空道（花押） 拝進大樹寺様侍者御中

永代奉寄進下地之事。合参段、在所別郷下、石米壱石八斗目。右、祠堂銭拾貫文借用申候処実正也、過分ニ罷成候処、御指置忝候、然者桑子御太子堂へ、件之下地永代不入ニ奉寄進者也、子々孫々・親類・同名以下、違乱煩之儀不可有之者也、仍寄進状如件、天文拾弐年癸卯十二月廿日 小栗三郎五郎忠親（黒印「印文未詳」）・平岩惣衛門貞政（花押）・使彦左衛門 明眼寺殿まいる

長浜棟別之事。一間、五十文、左衛二郎。一間、五十文、兵へ四郎。一間、五十文、同人かと。半、廿五文、九郎右衛門。一間、五十文、藤六弥四郎。一間、五十文、神左衛門六郎四郎。一間、五十文、助太郎。一間、五十文、二郎左衛門。一間、五十文、孫左衛門。一間、五十文、九郎三郎。一間、五十文、藤太郎。半、廿五文、右衛門九郎。一間、五十文、かさ、右衛門二郎。一間、五十文、兵へ五郎。一間、五十文、孫五郎。一間、五十文、右衛門五郎。一間、五十文、五郎左衛門。一間、五十文、新二郎。一間、五十文、四郎右衛門。一間、五十文、ひこ九郎。一間、五十文、八郎太郎。一間、五十文、重阿。一間、五十文、安養寺。一間、五十文、わかひく。已上、廿間、此分銭。壱貫百八十三文。右、此代物三日之内ニ土屋敷へ可被相渡候者也、仍如件。長浜指置分、一間、住本寺。半間、常照坊。一間、藤左衛門殿。一間、岡田小二郎。二間、四郎左衛門殿。一間、左近五郎。二間、同人被官、辰九月十五日 長田判・野村判 御代官さとう殿・小屋殿

此所ニ二下り候へとも、かミ悪敷成見へ不申候、阿大より可被申上とも、取乱候間無其儀候、駿河衆至今橋とりかけ候、今日迄させる行なとも候ハす候、味方中堅固被申付候、可被御心易候ゝゝ、其後者御床敷令存候、仍今度不慮之儀候而金田宗八郎討死事候、彼仁子もなく候間、跡職少々儀、今以寺乞たて度由阿大被申候、屋敷者野々山弥右衛門屋敷にて、此間宗八郎屋敷とかへられ候、定而可有御存候、石川式部殿近所おかしき家とも被作候、御越候者、造作なとをも可申付候、寺領なとゝ申ても、過分の儀者有間敷候、五貫目付可申候、他国にて過分子細候共、御住国事候間、可有御渡海候、目出度奉待候、当座之儀、随分馳走可仕候、必々御越待申候、猶林空より可被仰候、恐惶謹言、十月卅日 （後筆：名字岡部）けいたく（花押影）（後筆：右の岡崎けいたくと申候ハ、広忠公御時代ばんこさい・慶度両人乍御右筆、諸事御用人役也） 宛所欠（上書：西嶺様（後筆：是ハ大林寺隠居之事）自　三河岡崎　慶度）

条目。一今橋・田原御敵ふせらるゝにおゐてハ、今橋跡職、名字之知にて御座候間、城共に可被仰付、御訴訟申候処、両所御敵を仕候間、今はし・田原之知行、河より西をさかい入くミなしに可被仰付候由候、此上兎角申たてかたく候間、如此候、伊奈之儀、本知之事候間、不及申候、然者西三河猶一篇之上、若又両所御成敗之時も此分ニ可被仰付事候、一同主田原・今橋申様御座候者、御味方に可被成事、於我等忝存候、右之申分ハ御敵等参候者の申事候、一長沢敵ニ参御成敗候ハゝ、彼跡職一円ニ被仰付て可被下候、今之城、不被仰付候間、此儀今以播面目候ために如此申上候、一長沢御味方ニ参候者、下条之郷・和田之郷・千両上下・大崎郷・佐脇郷上下・六角郷・此都合八百貫余、可有御座候、以上使被成御糾明、可被仰付候事此小書うら書と同筆にて此一ヶ条之事ハ、長沢被付御敵之上、只今之被仰事、入間敷存候間、可被除之候、一御馬出候歟、又御人数西郷へ御行候ハゝ、質物渡可申事。右之条々、有御分別御披露可畏入候、然者御聴も被合御判形を可被下候、以上、天文十五年丙午、九月廿八日、牧野田三郎保成判。右之裏書ニ、此五ヶ条之内一ヶ条を除四ヶ条之事者、先日松平蔵人佐・安心軒在国之時、屋形被遣判形之上、不可有別儀候、猶只今承候間、我等加印申候者也、仍如件、十一月廿五日 泰能判・親徳判・崇孚判 宛所欠

今度牢人仕候て其方へ憑入参候処、種々御懇候得共、殊過分之御取かへなされ、進退をつゝけ本意仕候、色々御忠節共、あまりニ祝着千万候まゝ、於平地領中五拾貫之分末代遣置候、彼於知行子々孫々申事有間敷候、亦何やうニ成行候て、今度牢人いたし候時、方々へ出し置候知行、手ニ入候事候共、其方へ遣候知行ハ申事有間敷候、扨天文拾六年よりまへの借物過分ニ成行候処、彼知行遣し候付て御さしをき、是又畏入候、か様ニ色々御ちうせつ祝着候まゝ知行遣し候、於向後何事も如在申間敷候、仍為後日如件、天文拾六年丁未潤月七月廿三日形原又七・家広判有 竹谷与次郎殿まいる

永代きしん申下地之事。合五斗五升成者、在所いなくま地、いたます。右、きしん申候処実正也、但公方年貢百文しつけ申候、無如在御納所可有候、我々自■之事候内、子々孫々ニおき、菟角之申事有間敷候、為其一筆如件、天文拾七年さるの年二月五日 清春（黒印「畑ヵ」）・酒井九郎兵衛康家（花押） 進上大樹寺人々御中

今度佐久間切候事、無比類候、然者兼約之事ニ候得者、藤井隼人名田之内を以為五拾貫文出置候、於末代不可有相違候、仍如件、天文十八十月廿七日 安部大蔵在判・石河右近将監在判 天野孫七郎殿

今度以忠信之儀、被出身血、無二可有御奉公之由御申、誠御勲功之至候、仍長沢之事、国一途之間者、駿遠御人数在城可被仰付由、是又別而御入魂御申、御祝着候、於静謐之上者、如先日御約諾可被渡置候、若又彼地始終御所望之儀候ハゝ、改替可被仰付候、不可有別儀候、就中松平三助・山田源助両人之事者、以前以御扱如此成来候、其時被仰合之儀候、可有御同陣候、是又不可有御違背候、心得申候、恐々謹言、九月十九日 乗連判・崇字判 牧野田三郎殿御宿所

大樹寺之事。御勅願所之上者、為不入之地、本末田畠直務、祠堂以下、如旧規不可有相違者也、有中興殿宇御修造専要候、恐惶謹言、十一月廿九日 備中守泰能（花押）・雪斎（花押） 魯耕鎮誉上人御房

甚二郎殿別儀付而、具承候、　御屋形様并竹千代丸江忠節之事候間、甚二郎殿あとしき、無相違渡可申候、本知あいはの事ハ、只今東条殿へ被進候間、いまハなりかたく候、おつての儀たるへく候、将又うり地の事、甚二郎別儀の上ハ新地ニ成候事候間、無別儀申調可進候、如此上者、松井・山内両人ニ可任置候、委細酒井小五郎ニ申候間、諸事彼意見可被聞候、右、此条ゝ申合候儀、三人偽候ニ付而者、日本国中大小神祇、別而者八幡大菩薩・富士浅間大菩薩・白山妙理大権現・天満自在天神御罰可罷蒙者也、仍如件、天文廿年十二月二日 飯豊乗連（花押）・二近扶長（花押）・山新景隆（花押） 松平甚太郎殿参

日比野修理・同彦左衛門、御披官あらためニ付て申入候処、其方御免許之筋目承分ニ、然者向後不可有異儀候、為其以折紙申候、恐々謹言、天文廿一二月廿一日 林源左衛門信勝（花押）・林藤助頼安（花押）・角田新介勝頼（花押） 加藤全朔まいる御宿所

判物。小山田坊寺領畠之事。合三百拾三匁。右本興寺ナミニ全免許者也、依而如件、天文廿一年壬子四月廿四日 朝比奈五郎衛門泰典花押・備後島拾良衛門盛次花押 宛所欠

禁制。軍勢甲乙人等濫妨狼藉事、堅令停止之訖、若於違犯之輩者、可処厳科者也、仍如件、天文廿一年五月四日 備中守在判・裏ニ雪斎在判 大沢会下

永代売申田地之事合六百文目。坪土取右彼田地者、緒川御城殿様へ米七俵向申候而失候間、彼借状相副、延命寺護摩領ニ現銭弐貫弐百文ニ永代売置申候所実正也、猶後々末代藤二郎子孫其外誰々ニ候共違乱申者候者、従緒川殿可有御成敗者也、然者、従彼田地毎年百文宛色成御納所候て、可有御引得、仍永代如件、彼田地者、従御城殿様御売候間、為何徳政行候共於此田者入間敷候者也、（裏書）右彼田地者、本米弐俵ニ我等かたへ向置、■戌より壬子まて本利七俵ニ成候間、弐貫弐百文ニ延命寺護摩領我等売置候所也、天文廿壱年壬子十月廿七日 信元（朱印・印文未詳）・小塚弥助（花押） 延命寺寺中まいる・御使■取新右衛門

佐野郷、御検地之割付。田、上壱丁、此分銭六貫文。中壱丁四反小、同、七貫百六十六文。下六丁七反、同、廿六貫八百文。田数合九丁壱反小。畠、上四反、此分銭、八百文。中四反大、同、七百文。下大廿歩、同、六十九文。畠数合九反小廿歩。田畠分銭合四拾壱貫五百卅五文。此内廿九貫五百文、本斗。増半分引銭六貫十七文。本増合卅五貫五百十七文、定納、天文廿一年壬子霜月十五日 植松長門守盛信（花押）・小見主計助盛吉（花押）・植松兵庫助元俊（花押） 宮内宮内丞殿まいる

本光寺寄進下地之事。壱反三俵壱斗門前前田・壱反三俵妙本田・壱反三俵天王之前・検見田壱反三俵・壱反三俵こしまい田・弐反四俵下田・四反拾俵弐斗鬼五郎作・壱反三俵壱斗しふませ・四反拾俵弐斗清水尻・弐反五俵壱斗山崎、合四拾九俵壱斗成者、永代寄進之処如件、天文廿参年甲寅二月九日 松平大炊助好景（花押）・同又八連忠（花押） 本光寺

大工跡職之義、不可有相違之由、従元信被仰越候間、各一筆遣候、仍而如件、 天文廿四年五月六日 石川安芸守忠成（花押）・青木越後（花押）・酒井雅楽助政家（花押）・酒井左衛門尉忠次（花押）・天野清右衛門康親（花押） 淵上大工小法師

御知行仁田村員数之事、合弐百拾九俵壱斗三升、同弐貫文代物、此外ニ壱石壱斗弐升地高尾三浦左京亮殿御寄進、永代除之、右、永代買徳申候、然上者、永御同心ニ参可走廻候、此上者、彼地一円ニ御綺有間敷候、為知行可致所務候、殊ニ御上意様より御判形被為請申、被下候上者、知行役・陣番・御普請等無相違可勤申候、為其親子三人之判迄、以此一札申上者、少も如在有間敷候、仍如件、天文廿四乙卯年七月六日 村松九左衛門尉正久（花押）・同左衛門九郎綱吉・くすなへ丸 三浦左京亮殿参

等持院殿二百年忌、来年四月晦日御仏事要脚事、三月已前可被進納之由、所被仰下也、仍執達如件、弘治二年十二月廿二日 前大和守・散位 北条左京大夫殿

急度申候、松知泉長々就在府被成候、彼家中申事候哉、殊舎弟次右衛門方種々之被申様候、此方にてハ山新なと被取持、三内被頼入候、先日同名摂津守方被罷越候、内々談合ける由其沙汰候、雖然　上様御前無別条候、只今大給用心大切之旨、従其方田島方被仰付、松平久助方へ有談合、人数十四五人も御越可然候歟、和泉方も軈而可被罷上候、其間御用心のために候、就中和泉方息吉田ニ被置候、是をいたき可取なとゝ、風聞候、宿等之儀用心可被仰付事尤候、恐々謹言、七月廿二日 朝丹親徳（花押）・由四光綱（花押） 良知善参

（本文欠） 同七月廿八日 石巻下野守宗貞判・狩野大膳亮泰光判 三田弾正少弼殿

案文。上和田之内■■■■■事、広忠・元信末代諸不入ニ御寄進之うへハ、いつかたよりも申事有間敷候、若申かた候者、おのゝゝ可申立候、仍如件、弘治三年丁巳十一月十一日 石川安芸守・青木越後・酒井将監・同雅楽助・同左衛門尉・天野清右衛門尉・榊原孫七 浄妙寺参

先度於舟渡橋、岩小屋江後詰之人数多之討捕、御粉骨之至、無比類御感状被遣候、源二郎殿、両度抽御馳走、御感悦異于他被思召候、然間、御腰物正恒、被進候、御面目之至候、将又九八郎殿儀、御親類中人質於牛久保ニ被置、以身血重諸余不可有疎略候段、各御申候条、無御存知分ニ三戸大宮寺辺ニ、為山林可有御堪忍ニ候、是又御心安存候、委細御同名兵庫助殿へ申条、不能詳候、恐々謹言、壬六月八日 朝下親孝判・長源以長判・由江光綱判 奥監御宿所

旧地藤沢之事、従屋形以千貫文之奉加銭、彼地給人之前替地買得之事、貴殿任御申候由候歟、然所年延之御刷口惜候、是者愚僧立帰可令再興之事疑心被成候哉、依之以起請文申所也、仏祖之冥覧、当山鎮守諏訪之大明神、其外諸国大小神祇照覧、旧地藤沢之事、一円渡給御分国奉加之事、如約束候無違変可令仰合之判形披覧候者、立帰可令再興候、遠国迄之下向候間、遅速を不任心ニ事候、仍状如件、永禄元年戊午八月十三日 他阿弥陀仏（角印・丸印） 北条左衛門大夫殿

桜井寺与財賀寺被申事ニ付て、預御状候、去々年於牛久保、双方之儀三人被為聞、桜井寺在所引之被申事、無余儀之旨御批判候由、只今給書状ニ相見候、以其批判成候御判、申調候キ、然而今度之申事者、給人方之事ニ候、財賀寺より被申事者、前後共終給人方をは桜井寺不被引之由、被申事之由候、其段をも具申上候、さ候者、在所引之段ハ不相聞候、其儀ニ候者、去丙午年財賀寺真如之起請文ニ、給人方ハ相除と可有之事ニ候、起請文ハ在所引と書なから、終許容せられすして、給人ひかれ候事ハ、以無理只今の証拠にせられ候事、無御分別旨御意ニ候、五六日以前朝摂御在府之事ニ候間、彼御存分承届、其趣をも申上候、それも給人ひかれ候事ハ無之との儀計ニ候、此段を専披露申候、其上在所引とハ、其郷を一円引候事を申けに候、様体具被顕御判形・御印判候之間、急度可被仰付旨候、但廿一年過たる事ハ、無理も道理も不入之由候歟、桜井寺ハ年々子細被申候と相聞候、さ候へはこそ、起請文ハ十四年已前之事者、年々申来候ハ、いかほと過候とも、道理ニ可相立之由候、神慮之事候間、道理を能々御分別尤存候、其方より給候書状入御披見、両方之子細わたくしなく披露申候、少も神罰如何候条、申掠段無之候、本山よりのさためと起請文と、相応仕候儀簡要候、給人方をひかせすひかれす無理仕来候て、それを只今之証拠ニハ可有如何候哉、能々有御分別可被仰付旨ニ候、委曲期後音候、恐々謹言。御印判之旨、急度可被仰付候、五月廿三日 松鵄斎宗荃（花押）・一粟軒玄三（花押） 朝比奈摂津守殿・伊東左近将監殿御報

大日同造立之時、御引替之内五貫文分、御合力之儀候条、為御報恩、龍泰寺同寮舎并寺家之者、同神宮寺二屋敷之者、勝楽寺山并白山ハ、末代為無諸役入可申候、然上者他外者相具、山へ入之事、堅可被仰付候、就中大日本尊作料合八貫余被成御引替候、就其東光坊屋敷又矢はき屋敷二屋敷共ニ、為永代売渡置申候、縦天下一同徳政又者私之徳政入来候共、彼条々相違申間敷候、為後日一筆申上候、恐惶謹言。炎上之時失却、重而任本文書候而進候、永禄三庚申年三月朔日 勝楽寺隆俊（花押）（黒印「印文未詳」）・村役直盛（花押）（黒印「印文未詳」） 龍泰寺納所御中

粟生将監知行之内、為内合力出置之処、寄事於左右、先年天沢寺殿御判形申請之間、只今将監遂訴訟之条、有参府子細可令言上之旨所仰出、仍而執達如件、永禄三九月十五日 内匠助正俊（花押）・右近将監輝平（花押）・下野守親孝（花押） 小島源一郎との

府中顕光院之事。一、寺内門前共四方五拾間宛。右之所諸役不入、悪口狼藉、殺生并竹木切取事、任先判領掌、不可有相違者也、仍如件、永禄参年庚申十月十四日 朝比奈紀州奉之・氏真（花押） 顕光院

三河商人木綿之事■■■■■被申扱、速水勘解由左衛■■■■為礼物三百疋三種二荷持参■■■商人中合点にて相■候由■■■■可然候、時分柄候間、無申事様相果可然候、次　上へ御礼物■■■■被相急候て可然候、不可有油断■■■■恐々謹言、十月十八日 士忠（花押）・公雄（花押） 宛所欠（上書：辻村殿　谷■■）

就此度河越籠城赦免条ゝ。一、借銭・借米徳政之事。一、本意之上、於忍・岩付領内、望地可出置事、以上右、今度当方安危砌候条、軽身命抽而可走廻者也、仍状如件、十二月二日 氏政（花押）・氏康（花押） 池田安芸守殿

深大寺・満願寺・泉沢寺・東岡寺・大徳寺・勝国寺・浄徳院、左七ヶ寺ハ、如先ゝ、一向此分いろい不可有之候間、為後日態遣一札今、江戸・太平・高橋・周防・中治以下、何年も申かけ候者、此状可令見者也、仍如件、永禄参庚申十二月廿六日 頼康（花押）・氏朝（花押） 東岡寺七ヶ寺

制札。右、於相州比企谷妙本寺寺中、関越諸軍勢濫妨狼藉堅令停止之、若有違犯輩者、不嫌甲乙人、可被処罪科者也、仍如件、永禄参年十二月日 丹後守（花押）・遠江守（花押） 宛所欠

制札。右於福生郷ニ、濫妨狼藉堅令停止畢、横合非分申懸仁候者、則可申上者也、仍如件、酉三月六日 布施兵庫大夫（花押）・横地監物丞（花押）・大石左馬助（花押） 代官・百姓中

制札。右於大久野郷ニ、濫妨狼藉令停止畢、若背此旨、横合非分申懸仁候者、則可申上者也、仍如件、（後筆：天正元）酉三月六日 布施兵庫大夫（花押影）・横地監物丞（花押影）・大石左馬助（花押影） 宮田三之丞殿

為駿府御加勢、旧冬以来至当夏河越籠城、昼夜辛労、被尽粉骨候、殊更度々馳逢、軽身命被走廻候、氏真へ具可申披候、仍太刀一腰景光作、并河越庄内網代郷進之候、恐々謹言、永禄四年四月八日 氏政御判・氏康御判 小倉内蔵助殿

安楽寺事。右、如前々渡置畢、此上別人雖有申様、不可有許容、一度渡置之上者、永不可有相違者也、仍如件、永禄四年霜月八日 松井左近忠次（花押影）・同次郎兵衛光次（花押影）・伊奈久兵衛忠親・石原三郎右衛門忠政（花押影）・松井八右衛門忠勝（花押影） 用茂参

知行方。武州長浜郷。同保木野之村。同久長村。以上。右、今度其方旧領所ゝ無相違由候、当方面ゝ雖同前儀候、其方一乱以来忠信不浅間、彼三ヶ所、永進之候、仍状如件、永禄六年癸亥二月廿六日 氏政判・氏康判 用土新左衛門尉殿

上州河北根本足利領内。上大塚郷小林右京亮分。栗須村内同岡分。富田弥五郎分。森郷内小林右馬允分。岩永郷。中島村。大草分。三木村。高庄新七郎分。矢場内吉里分。佐野ゝ内少地。長塩。真仁田。中大塚杉分。池郷。発久、同坂原共。保美。浄法寺郷。牛田村。神田村。阿坊郷同■中■■。上大塚発■。泉村。立石村。譲原村。北谷村。鬼石村。以上。右所ゝ、雖信玄申合候、其方御忠信就相重■■、証人等速越可給候、然者彼知行方、無相違可進置候、仍状如件、癸亥五月十日 氏康（花押）・氏政（花押） 安保中務大輔殿・安保左衛門尉殿

八日一戦勝利注進之間、即従仕場遣之、今度■前代未聞之儀候、最前敵退由申来を勝利存、先衆車次々之瀬を取越候、敵者大将里見義広為始安房・上総・岩付勢、鴻台拾五町之内備相手候、此有無不知遠山以下聊爾ニ鴻台上候処ニ、敵一銘押掛候間、於坂半分崩、丹波守父子・富永其外雑兵五十被討候、能時分ニ氏政旗本備寄候間、即押返、敵共討捕候、切所候故、氏康旗本者不知彼是非候、既先勢如此仕様、相続行兼術無了簡候処、跡者召集鍛直、無二一戦例落着、従鴻台三里下へ打廻候、敵も添而備寄候間、及酉刻遂一戦、即伐勝候、正木弾正・次男里見民部・同兵部少輔・荒野神五郎・加藤・長南・多賀蔵人を為始弐千余人討捕候、太田美濃も深手負下総筋へ逃延候、此衆太田下総・常岡・半屋を為始悉討捕候、雖義広討死候由候、其頸未見来候、椎津・村上両城自落之由申来候、源蔵・左太父子・左馬介乍常兼粉骨候、新太郎事、能時分従川越走着走廻候、此度之軍始中終両旗本を以切留候、此上者向小田喜・左貫可相動之条、先今度者可治馬覚悟候、謹言、正月八日 氏政・氏康 幻庵・松田尾張守殿・石堂下野守殿

江戸法恩寺内如前ゝ可被相抱候、相違有間敷候、横合之義有之ハ、急度小田原江注進可被申候由、被仰出候状如件、甲子七月三日 遠山左衛門尉・大草左近大夫 法恩寺

高野山宝幢院次寮先祖雖為宿坊、及廿ヶ年無御音信候間、然者寺家之儀依無案内、蓮花院峯之寮申請候而、一札進置候、就其双方相論候間、則卅六道場江以書状尋申候処ニ、山之儀従往古旧証跡次第之理運ニ定之条、次寮可為宿坊之由、御返事相意得申候、此上ハ末代不可有相違候、仍後日如件（後筆）其後大通院ト号、又後常慶院ト改ム此時緒川元茂取次清水左京亮苅屋信元取次斎藤助十郎信家、永禄七年甲子菊秋日 水野藤四郎元茂（花押）・水野前下野守信元（花押） 奥谷次寮参

態かんもん状之事、仍而焼津より両三人白山さんけい申候事ちつ定成、きやうこうにをいて、さんけいのともからハ桜井平右衛門尉御しゆく坊と可有候、地上たほうにをいていらんあるましく候、仍而如件、永禄八甲丑年七月十三日 元菊（花押）・春香（花押）・長谷河七郎衛門（花押） 桜井平右衛門殿参

相定申、桜井平右衛門尉殿を坊ちうに焼津ニをいてへつき有間敷候、然者とうしやをいらん申入御座候ハゝ、此ほうくわん長をさきとしてをゝせ可有候、しそんふるいをいても少もふさた申間敷、仍如件、永禄八年きのとのうし七月廿三日長谷川七郎衛門（花押）・元菊（花押）・春香（花押） 桜井平右衛門尉殿参

敬白起請文御返答之事。一、被仰越候段聊相違有間敷事。一、加勢異儀有間鋪候事。一、御知行方無沙汰有間敷之事。右条々於相違者。上梵天・帝釈・四大天王、惣而日本国中大小神祇、別而伊豆・箱根両所権現蒙御罰、於現世者白癩・黒癩可成者也、仍如件、永禄八乙丑年極月晦日 酒井左衛門尉忠次血判・石川内記数正血判 江安・同加御返報

去ゝ月、此方使僧帰路之節、尊書并貴国家老従両人芳問、何以致拝披候、条々御懇之趣、本望之至候、其以来、則太守へ竜興雖可被申展候、遠山かたへ始末被迎送、彼方誓紙已下相固、可為申候歟、是又御指南次第候、両所へ愚報乍恐可預御伝達候、一、濃・尾間之事、先書ニ如申入候、公方様御入洛ニ付而、織田上総参陣御請申之条、対尾州此方矢留め之儀、令同心者可為忠節之由、被仰出候、参陣一向雖不実存候、不肯申者、為濃州相妨　御入洛之条、非已越度之通可申成、巧与令分別候、若又於治定者、公儀御為可然存候、旁以悉任御下知之由、罰文已下相認、細川兵部大輔殿返々申候間事、一、織田可罷透江州、路次番等も相調之間、参陣差急候様ニと、細兵重而尾へ下向候て催促之処、至此期織上令違変候、此方ニハ兼而案々図候条、更不事新候、公儀御無興言語道断、被撃　御手之由候、過賢察候、去春已来三好かたより、種々懇望仕候、其外御調略之筋、幾重ニ存之由候き、彼等依妄言、御上洛相滞、剰江州矢島御逗留も難届式候之間、朽木歟若州辺へ可被移御座之旨候、無是非題目候、織上天下之嘲弄不可過之候、如此之間、竜興奉対　公儀不存疎意段も、無詮成行候事、一、去月廿九日織上当国境目へ出張候、其時分以外水迫候て、河表打渡、河野島へ執入候、即時ニ竜興懸向候、依之織上引退、川縁ニ居陣候、国之者共限堺川詰陣を取続相守候、自出張之翌日、風雨濃水ニ付而、自他不及行候き、漸水引候間、取懸可相果之由令儀定候之処、去八日未明ニ織上敗軍仕候、川へ逃入、没溺水候者共不知数候、残党於川際少々討候、兵具已下捨候為体、前代未聞ニ候、不遂一戦退散候之間、数多不討取事無念不少候、雖然此方任存分之条、可御心易候、織田在陣中可注進申候へ共、無程落居候間、無其儀候、此等之通御伝語可畏存候、可得尊意候、恐惶敬白、閏八月十八日 伊賀平左衛門尉定治（花押影）・延永備中守弘就（花押影）・成吉摂津守尚光（花押影）・氏家常陸介直元（花押影） 宛所欠

敬白　起請文。一、此以前奉捧候数通之誓詞、弥ゝ不可致相違事。一、奉封　信玄様、逆心謀叛等不可相企之事。一、為始長尾輝虎、従敵方以如何様之所得申旨候共、不可致同意之事。一、甲・信・西上野三ヶ国諸率、雖企逆心、於某者、無二奉守信玄様御前、可抽忠節之事。一、今度別而催人数、無表裏、不渉二途、可抽戦功之旨、可存定之事。一、家中之者、或者甲州　御前悪儀、或者臆病之異見申候共、一切ニ不可致同心事。右条ゝ、令違犯者、蒙　上者梵天・帝釈・四大天王・炎魔法王・五道冥官、殊者、甲州一二三大明神、国建・橋立両大明神、御嶽権現、富士浅間大菩薩、当国諏方上下大明神、飯綱、戸隠、別而熊野三所権現・伊豆・箱根・三島大明神・弓矢八幡大菩薩・天満大自在天神之御罰、於于今生者受癩病、到来ニ而者阿鼻無間ニ可致在者也、仍起請文如件、永禄十丁卯年八月七日 諏方右近助豊保（花押・血判）・諏方左衛門尉頼運（花押・血判）・大輪監物勝親（花押・血判）・高出左兵衛昌海（花押・血判）・知久二郎左衛門遠包（花押・血判）・飯島出雲守重綱（花押・血判）・同名志摩守安助（花押・血判）・前沢甚十郎繁直（花押・血判）・小坂藤三親知（花押・血判）・桜田藤左衛門昌親（花押・血判） 水上菅兵衛尉殿（上書：上　六郎次郎殿御同心衆）

就茜之儀、尾崎妙忍ニ　御判形雖被下之、無前々筋目、自他国之商人御訴訟之旨言上之処、被聞食分、各に御判形被下之畢、然者為其御礼段子拾段・金襴拾巻・虎皮二枚進上、即令披露候、縦重而加様之新役雖有競望之輩、一切不可有御許容旨、所被　仰出也、仍為向後一筆如件、永禄十年十一月五日 三左元政花押・金遊芳線・伊左元慶・由内匠頭光綱 友野次郎兵衛とのへ・松木与三左衛門とのへ・他国商人中

度ゝ被仰出候、越相甲和融事、被対両国、被加御下知候処、御請之趣宜候、然者雖有御存分、此刻被閣是非被遂其節、御入洛之義御馳走被頼思食候、仍被成御内書、御太刀一腰助長、御腹巻一領紫肩紅三物、御拝領候、以義景雖被仰出候、猶得其意可申入旨候、委細智光院可被相達候、此等之通、宜得御意候、恐惶謹言、三月六日 藤孝・信堅・藤長 弾正少弼殿人々御中

一、越相甲無事之儀、先両国御請、於諸篇不可背上意之趣言上事、付、可有口上、一、輝虎雖有存分、先ゝ以言上之筋目、先閣是非、御入洛之儀御馳走、併御当家再興之事、一、就御入洛之儀、隣国諸侍各無異儀御請候、然者今程可然時節無之候条、此度輝虎御馳走別而被頼思食事、一、上杉殿受領事、一、輝虎依存分、急度重而可被差下御使節事、以上、三月六日 信堅・藤孝・藤長 宛所欠

態可申入之処、此方使ニ被相添使者之間、令啓候、仍甲州新蔵帰国之儀、氏康父子被申扱候処、氏真誓詞無之候者、不及覚悟之由、信玄被申放候条、非可被捨置義之間、被任其意候、要明寺被指越候時分、相互打抜有間鋪之旨、堅被申合候条、有様申候、雖如此申候、信玄表裏候ハゝ、則可申入候、猶委細遊雲斎可申宣候、恐々謹言、四月十五日 三浦次郎左衛門氏満・朝比奈備中守泰朝 直江大和守殿・柿崎和泉守殿御宿所

河野島之内、弐拾弐貫文伏屋与次右衛門分、四貫四百四十文一色之藤四郎引得、壱貫文同新七郎引得、三貫文伏屋市兵衛分、合三拾貫文渡申候、六月十日 木下藤吉郎秀吉（花押）・丹羽五郎左衛門・島田所助秀順（花押）・村井民部丞・明院 佐々平太殿・兼松又四郎殿まいる人々御中

（異筆：白岩惣次郎御検地一枚書）壱丁三反百五歩、田数。此分銭六貫六百四十七文、壱反別五百文当。壱丁九十歩、畠数。此分銭弐貫五十文、壱反弐百文当、夏秋共。已上八貫七百文、辰歳定納。此内壱貫弐十五文、辰夏成分。已上。此外。壱反大七十歩、田当抜。此分銭九百文、壱反別五百文当。弐反大卅分、畠当不作。此分銭五百五十文、高辻。此内。壱貫三百文、従巳歳夏成定納。八貫八百五十文、同秋成分。已上拾貫百五十文、毎年定納分、永禄十一年戊辰六月卅日 横山雅楽助判・八木甚七郎判・三山代奥源右衛門判 町田雅楽助殿・百姓中

祝田郷徳政之事、去寅年以　御判形雖被仰付候、銭主方令難渋、于今就無落着、本百性令許詔之条、任先　御判形旨許詔、不可許容者也、仍如件、永禄十一辰十一月九日 関口氏経（花押）・次郎直虎（花押） 祝田郷禰宜其外百姓等

（後筆ヵ：要明寺・日朝寺法華宗ニテ、双寺ヨリ互ニ番ヲツトム）重而以要明寺被仰越之旨、具令披露候、殊至于信国、御出馬之由、尤簡要存候、於向後、互抜公事不可有之旨、是又専要存候、此上猶存分以遊雲被申候、於当方之義者、毛頭不可有異儀候、若此旨偽申者、日本国中大小之神祇、殊ニハ当国鎮守富士浅間大菩薩、八幡大菩薩之蒙御罰、受黒白之二病、於来世者、可堕在無間地獄、此旨宜預御取合候、恐々謹言、（後筆ヵ：永禄十二）十一月廿五日（後筆ヵ：両士トモニ、駿州今川氏真家来）三浦二郎左衛門事氏満・朝比奈備中守事泰朝 柿崎和泉守殿・直江大和守殿

今度井伊谷調儀走廻之段、本望至極候、然者吉田之郷之儀半分之納御百姓共無相違進之候、彼半分之為相当、養父之郷五十貫之分相添進置候者也、此上者向後別而無御等閑、前々ニ趣意無之、互真実可申合候、今度岡崎より被出候知行方之儀、少も偽有間敷候、拙者証人ニたち候上者、きよこん有間敷候、若此旨偽候ニ付而。梵天・大尺・四大天王、別而富士・白山・あたこ之御地蔵・阿弥陀仏御罰を今生・後生ふかくかうむるへき者也、仍如件、永禄十一年極月十三日 菅沼新八郎定盈（花押）・今泉四郎兵衛延俊（花押） 近藤石見守殿・鈴木三郎大夫殿

今井宗久与武野新五郎公事之儀、信長雖異見申、新五郎依及異儀、一円宗久ニ被申付候、然者今井可有御馳走旨可申入之由候、恐々謹言、十二月十六日 木下藤吉郎秀吉（花押）・中川八郎左衛門尉重政（花押）・好斎一用（花押）・和田伊賀守惟政（花押） 松永弾正小弼殿御宿所

今度不慮之儀不及非是候、雖然、当城へ御移被成、御供衆■■衆数多被楯籠候、御兵粮其外てつ放・玉薬・御矢以下五三年之間不足有、為物主可打入之由候、御本意程有間敷候、就中、当城堅固ニ被拘由、毎度之御忠節候、畢境此時候条、可被尽御粉骨事専一候、御書被成候間、弥御忠節専一候、各満足此事候、御領中方之儀者、如御所望可申調候、恐々謹言、十二月甘一日 朝備泰朝・金遊芳線・朝下親孝 大左・中彦参御報

越相御一和之儀、従源三殿貴府へ御一札被指越候事、此方可相届之由候之間、直和迄以脚力被申達候、路次中無相違御透頼入之由被申事候、彼御挨拶御到来之上、目出度、重而可被申伸候間、其時分委可申達候、恐々謹言、十二月廿四日 北条下総守高定（花押）・専柳斎秀仙（花押） 河伯・小大・松石参御宿所

去月廿七日、従小田原さつ田とらせられ、同日信玄諸軍興津へ悉つほミ、日々御手合候之間、府内ニハ甲州之人数無之候、然而牛妻・津々野ニ敵を引籠、安部口之けつ所仕候間、御旗本を待かね申、井河・阿部之一揆中、今月五日津々野へとりかけ候之処、朝比奈八郎兵衛殿を始めとして、津々野東左衛門父子・遠東兄弟、其外甲州之人数相こもり候、しかしなから各てをくたき終日たゝかひ、八郎兵衛殿をさきとして十余人討取、其外手おひ候て敵方はい軍仕候、已後御はた本の物主をまち入候へ共、於其口も御動故か、いまに御加勢無御座候、一刻もはやくいくさの大将を府中へこし御申候者、山々の一揆中可罷出候間、当日二三十之可為御人数候、甲州自境目告来如申候者、景虎信州へ発向必定ニ御座候間、興津之諸軍可為破軍候、猶々今月六日、信玄之御人数三千計、安部口へ相動候間、此口一揆中、山々へとちこもり候、其口之御行承届いつれもあんとを給候、早々被御申上府内へ之御動可然候、此等之趣御披露所仰候、恐々謹言、二月十八日 宗定（花押）・小泉・見条・南条・五■■衛門 伊波大隈守殿人々御中

先日者預御状候■、其筋目披露申、知行方相調、中彦共ニ御判形出候処ニ、自其已後兎角無御座候間、自此方飛脚於被遣之処ニ、自其地之御音信、殊更廿五日之一戦悉々被尽分■走舞共無比類候、其後宇都名へ取出、鵜山与被仰合押破、海賊船過半被取置之由、猶々御忠節共無是非事候由被仰出候、此使者ニ御判形雖可進之候不実ニ候間、可然人体被指越、所付案文可給候、重而其節相調可進置候、其内者我等預可申候、当城弥々堅固候事候、相州か人数安房越国景虎出張候而、信玄退散実儀候、御本意之事者十日十五日之内歟与存候、爰元之儀取出於仕、弥々御備堅固ニ候、万事可有御心易候、其地鵜山之儀被仰合、御入魂可為専一候、委細者朝備・同下・同金具自此方可被申越之条、令疎略候、恐々謹言。追而申候、ゑんせう六百如此者ニ進之候、路次不自由之間、先少渡申候、重而可進之、前々■も御減之儀、如両所御筆立次第可相調申候、已上、二月廿六日 瀬尾元世（花押）・小右馬元詮（花押） 大沢殿・中彦・大左兵御報（上書：五大力尊　大沢殿・■彦・大左兵御報　自懸河　瀬尾・小兵）

態申達候、仍今度松石帰宅、　御諚之透、則御両僧江申渡、昨日廿六被罷立候、定而近日ニ可被罷着由存候、此比打続相州従御父子御切書参候間、何も差上申候、随而遠左・垪形、新田迄被罷越、去十六以来、我等対談之義、頻而被申越、日限来七、八之比与夏昌申定、罷帰候、各々雖思慮仕候、堅　御諚之由候間、任　御意、由信日限次第可罷出候、如何様対談之上、重而可申上候間、不具候、恐々謹言。追啓、倉賀野在陣之甲州衆退散之由、披露由信書中候、如其賀野寄居へ之説も同前御座候、猶以、伯耆守無如在彼口へ申付候間、珍説候者、則註進可申上候、以上、三月廿七日 河伯重親（花押）・上中家成（花押）・松石景繁（花押） 山吉殿参御陣所（上書：山吉所へ上ル　沼田三人衆木村新介）

久不申上候之条、其地無御心元存候、■当城之儀今迄ハ堅固候、涯分ニ存候へ共、駿之儀和一篇于今無御座候由候、左候へハ、当国之事重而家康罷立、方々手置仕候て、当城取懸、城中不成候者取出重而仕、麦を可苅取之由候、兵粮之儀ハ配当仕候ハゝ、二ヶ月計之事ハ所持候、果而ハ一円罷成間敷、城下知行分も欠所ニ罷成候、来作ハ少も有間敷候、何■より兵粮可入方無之候之条、諸人数相拘候、可開運便無之候■■■■悉■相果候ても、御国之御為ニも罷成間敷候、（見せ消ち：先家康前）を敵方より種々扱を申候条、先たるめ可申ため種々難題を申懸候、■定落着ハ有間敷候、（見せ消ち：若相調候て少）も今迄無沙汰不申候之間、若時宜相調候共、■非疎意候、雖如此候、御調略も御座候ハゝ、依御下知可成其覚悟候、至于今如此次第無念至極候、将又堀河随分申調手を合候之処、普随大方ニ付て、則時被乗取候、悉給人・百姓打死、此方加勢仕候者廿計討死仕候、口惜存計候、山村・尾藤・竹田人質此方拘置候、末々ハ可加御下知候、此等之趣御取合奉頼候、恐々。此分たるへく候哉、但なをゝゝこまこまゝゝにも可被仰候哉、自余ハ金遊へ可被仰候哉、御分別次第尚々可被書加候歟、卯月四日 基胤・種豊 朝備・同下・同金

急度預御飛脚候、其趣則披露申候、仍只今返々御忠節、無比類被思召候、然者其地扱之儀申候哉、此上之儀者、何様ニも時宜可然様落着尤被思召候、自当地御差図之儀者、御分別不行之旨候間、是非不申入候、猶以御忠節之儀者、無是非次第候、恐々謹言、四月十一日 朝備泰朝（花押）・金遊芳線（花押）・朝下親孝（花押） 大左・中彦参御報

敬白起請文之事。一、当城居成之事。一、諸事抜公事有間敷事。一、本知何も如前々、為新居替地、呉松相違有間鋪事。一、当知行分諸不入、并当城下諸成敗、山海共ニ、可為如前々事。一、於万事虚説等於有之者、訴人を為先可遂糺明之事。右条々於偽者。上者梵天・帝釈・四大天王、惣而日本国中大小神祇、別而者弓矢八幡・摩利支天・富士・白山・愛宕山・秋葉・天満大自在天神蒙御罰、於今生者、弓矢冥加尽、得黒白病、来世ニ而者可能堕無間者也、仍起請文如件、永禄拾弐己巳年四月十二日 酒井左衛門尉忠次居判血判・石川伯耆守数正右同 大沢左衛門佐殿・中安兵部少輔殿

当所之事、近年雖令宇津押領、今度被遂御糺明、永禄六年之誓紙・同七月廿三日任条数之旨、如前々対内藤藤五郎一途被　仰付、被成御朱印上者、年貢諸公事物等、郷代江可致其沙汰之由、被仰出候也、仍状如件、永禄拾弐卯月十六日 丹羽五郎左衛門尉長秀・木下藤吉郎秀吉・中川八郎右衛門尉重政・明智十兵衛尉光秀 新庄・世木村・山科村。西田村・日置村・氷所村。田原村・大谷村・四万村。広瀬村。名主百姓中

禁裏御料所山国庄之事、数年宇津右近大夫押領仕候、今度信長遂糺明、宇津ニ可停止違乱之由申付、両御代官へ信長以朱印申渉候、如前々為御直務可被　仰付之由、御収納不可有相違候、宇津かたへも堅申遣候、此等之旨可有御披露候、恐々謹言、四月十六日 木下藤吉郎秀吉（花押）・丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・中川八郎右衛門尉重政（花押）・明智十兵衛尉光秀（花押） 立入左京亮殿

今度各御申之通、卅六人之衆相双而令披露候処、被対義統忠節明白之上者、去永禄九年十二月十三日任光録御判形之旨、全可有知行之由朱印被遣候、弥孫犬殿へ可被抽忠節之事簡要候、恐々謹言、卯月十六日 丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・木下藤吉郎秀吉（花押）・中川八郎右衛門尉重政（花押）・明智十兵衛尉光秀（花押） 梶又左衛門■御宿所

今度各御申之趣、卅六人之衆相双而令披露処、被対義統忠節之上者、去永禄九年十二月十五日任光録御判形之旨、全可有領知之由、朱印被遣候、弥孫犬殿へ可被抽忠勤事、簡要由候、恐々謹言、卯月十六日 木下藤吉郎秀吉（花押）・丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・中川八郎右衛門尉重政（花押）・明智十兵衛尉光秀（花押） 広野孫三郎殿御宿所

今度各御申之通、■■人之衆相双而令披露候処、被対義統忠節明白之■者、去永禄九年■■■六日任光録御判形之旨、全可■領知之由朱印被遣候、弥孫犬殿へ■被抽忠■■■■■■■■■■■■■、■月■六日 木下藤吉郎秀吉（花押）・丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・中川八郎右衛門尉重政（花押）・明智十兵衛尉光秀（花押） ■■治部助殿へ

此中申旧候、禁裏御料所山国庄、枝郷所々、小野・細川、如先規、自　禁中可被仰付候旨、信長以朱印被申渉候、聊不可有御違乱候、此旨各より可申旨候、恐々謹言、四月十八日 丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・木下藤吉郎秀吉（花押）・中川八郎右衛門尉重政（花押）・明智十兵衛尉光秀（花押） 宇津右近大夫殿御宿所

（前欠）一、松山事。以上、上田本地無其隠候、申歳一乱之砌者、父子共ニ小田原在城候、可被聞召分事。右筋目、聊無相違様可為肝要候、仍今朝寅刻、信玄敗北候、貴国御一左右次第、此侭甲州へ可押入間、此時不被移時日、至于信州相極御出馬状、如件、卯月廿四日 氏政（花押）・氏康（花押） 山内殿



諸軍残置間、吉原之舟橋迄は先五七日之間指置条、各相談可走廻候、富士川舟橋道具以下、不破失様ニ可拵置候、大切之人衆川向指置候間、畢竟舟之指引ニ極候条、令油断横合有之者、両三人従類共ニ可行重科者也、仍如件、巳五月朔日 大野勘解由左衛門・山下刑部左衛門 太田四郎兵衛殿・矢部殿・鈴木弾右衛門殿

貴札再三披読、如紙面、去頃ハ以大石右馬允望之養子、為御知被遣候、彼表裏為支証、先々山王山より為開候、昨四日未刻破却候、如此之御刷、厚以本望之至喜悦至極候、如何様真雪斎帰着之上、以代官可申達候、可然様御取成任入候、猶彼演説可有具候、恐々謹言。追而、晴助折節遠地故、不能判形候、非無沙汰候、以上、閏五月五日 八郎持助（花押影）・中務入道晴助 直江大和守殿・山吉孫次郎殿

今度種々御懇意、実以難申尽候、殊罷立候砌、府内迄御下、外聞見所、畏入存迄候、帰着之上、御馳走之様体、義重ニ可為申聞候、然而、案内者被指副候、不尋常辛労被申候、痛敷令存候、将又、自義重所飛脚越被申候、於当地村松書中披見申候、無指儀候条、彼方頼入進置候、御披露任入候、貴殿へも以一札被申候、梅江斎愚所へ之切紙、為御一覧進之候、山王山破脚先以簡要候、此上之義、尚以被引詰御刷ニ相極候、万々重而可申達候、恐々謹言、壬五月十七日 小佐頼安（花押）・河玄堅忠（花押） 河豊御宿所

為御養子、氏政次男国増丸可被定由候、雖斟酌候、任先約之旨、落着申候、越相御甚深歓喜満足候、猶御両使へ申候、恐ゝ謹言、六月九日 氏政（花押）・氏康（花押） 山内殿

御書謹而拝閲、忝次第候、仍相府之仕合、頓速注進可申処、一途之儀遅ゝ故無沙汰、令迷惑候、去十日、於様体者、申上候き、定而可為参着候、然者此御飛脚於路次罷違候而者、無曲旨候間、由信被留置候、昨日十五、申之刻、当新田之地罷着候上、　御諚之旨承届候、今日者、此地在留仕候間、先以早ゝ申上候、如何様急度致参上、諸曲可申披候、可然様御取成奉頼候、恐ゝ謹言、六月十六日 進藤隼人佐家清（花押）・広泰寺昌派（花押） 山吉孫次郎殿参御宿所

就今度御人数上下、卒爾之乱妨・狼藉迷惑之旨申上候、然者、当所南道筋猛勢往還之様、可被広作之由候、雖然町道一円可被相留儀者、在之間敷候、殊寄宿御免許御下知・朱印在之由候条、不可有異儀候、可被得其意肝要候、恐々謹言、六月廿一日 明智十兵衛尉光秀（花押）・村井民部少輔貞勝（花押） 山崎惣御中

別紙披見、然者去寅之歳以来知行之内五郷相論之子細候歟、因茲、自相之証文被差越候、明白候、其上既越相御和睦之上者、何事も五ヶ年已前之可為御下知候、猶使ニ申候、恐ゝ謹言、六月廿九日 河田長親（花押）・山吉豊守（花押） 富岡清四郎殿

不寄存候処、此度就致出陣、御使特御折紙、披閲本望之至存候、昨日者、興国寺へ罷移、万端申付候、陣屋等無之間、打返黄瀬川端陣取申候、明日者、吉原辺迄陣寄、一両日之内、富士筋地形見聞、彼口之様子可申達覚語候、委曲大草方口上頼入候、恐々謹言、七月十二日 氏照（花押）・氏規（花押） 宛所欠（上書：韮山江御報　北条源三・■■■）

榛原郡之内。一、参百俵、此代百五拾七貫五文、九合、三斗五升俵下方ニ積、下、江留伊定分。一、七拾五俵、此代参拾九貫三百七拾五文、同積、同、市場。一、百九拾四俵、此代百壱貫八百六十五文、同積、同、本郷。一、百拾八俵、此代四拾四貫弐百六十文、下方三斗俵、同、足あらひ分。一、百拾四俵、此代五拾七貫文、升拾壱合、同、三輪方。合四百貫文。此外反銭・棟別・御蔵入、永禄十二巳八月廿一日 鳥伊判・大五郎左同・上庄判・芝七同 西郷左衛門佐殿

九月十四日之御状同廿七日到来、本望此事候、内々自是も雖可申述覚悟候、信玄不慮に御嶽え被打詰、自彼無思惟至于相州被寄陳候条、手前取乱遅々候、即に如此国中え被動入上者、無拠候条、抛勝負之勘而無二可遂一戦候、定而可為五七日之間勝負迄候、恐々謹言、九月廿七日 氏政・氏康 山内殿

左近尉殿江渡申候知行分之事。一、百四拾九貫弐百五十文、前玉両郷。此俵三百九十八俵、但、百七拾四俵者差池分・弐百廿四俵ハ朝比奈方、延米共ニ。一、百拾三貫文、殿窪村。此俵三百壱俵壱斗。一、五拾弐貫三百八十七文、星窪村。此俵百卅五俵五升。一、弐百拾壱貫三百廿七文、西島村。此俵四百廿三俵。一、壱貫七百八十五文、溝代、同所代方。此内壱貫五十文河尻、弐百文高島、五百卅五文飯淵。以上五百弐拾七貫七百五十文。一、弐拾壱間、此内、拾四間大日村・四間新田村・三間西島之内、屋敷。一、壱間、秀雲庵。千弐百五拾七貫五十文、吉永。弐百拾五貫二百文、柏原。合弐千貫文、永禄十二己巳年十月四日 岩本三郎左衛門尉道興（花押）・長谷川宗兵衛尉吉広（花押） 大河原吉太夫殿・松平隼人佐殿・宇野伝左衛門尉殿参

当寺寄宿等之事、任御下知之旨、御免除不可有相違由候也、恐々謹言、 十月九日 細川兵部大輔藤孝（花押）・明院良政（花押）・木下藤吉郎秀吉（花押） 芝薬師阿弥陀寺

覚写。一、利根川内者不及申、西上州同前之事。一、藤田之事。一、秩父之事。一、成田之事。一、岩付之事。一、松山之事。一、深谷之事。一、植生之事。一、簗田方之事。一、房州之事。右条ゝ、申定上者、一点違変有間敷候、於其者、向後可御心安候、以上、月日欠 氏政・氏康 宛所欠（付札：御父子判形御所望之十ヶ条）

曇花院殿様御領大住庄三ヶ村、同南東跡職等之儀、今度一色式部少輔殿御違乱ニ付而、双方体御糺明之処、御寺様より御理之段無紛候間、御朱印被進之候、一円ニ可被仰付之由候上者、入組買得方、其外南東家来等ニ至る迄、御寺様可為御計候、守護不入之知として御直務之条、御年貢所当無疎略可進納申事簡要候、於無沙汰者、可為御成敗者也、謹言、永禄十三三月廿二日 木下藤吉郎秀吉（花押）・丹羽五郎左衛門尉長秀・中川八郎右衛門尉重政・明智十兵衛尉光秀 大住庄三ヶ村名主御百性中

当所之事、今度被遂御糺明候処、曇華院殿様御理運ニ付て、諸入組共ニ一円ニ　御寺様へ可被仰付之由、御朱印被進之候、然而何かと地下申懸之由、無是非候、一切許容あるへからす候、若何かと候者、交名を書付、注進可申候、きと可申届候、為其意得申候、恐々謹言、三月廿八日 夕庵尓云（花押）・木下藤吉郎秀吉（花押） 大住庄名主御百姓同小作中

城州賀茂庄之内、自先々落来候田畠、雖為少分、任　御下知旨、賀茂売買之舛にて毎年四百石宛可進上、并軍役百人宛可有陣詰之由、得其意候、聊不可有如在事肝要候、恐々謹言。猶以定納四百石宛ニ相定候、以上、四月十四日 木下藤吉郎秀吉（花押）・明智十兵衛尉光秀（花押） 賀茂庄中

光照院殿御領城州相楽庄事、守護不入被仰付候処、今度御年貢被置押通、信長江申聞候、限沙汰之由候、即以折紙被申候間、可被止競望事肝要候、此旨可申越由候条、如此候、恐々謹言、十一月廿三日 木下藤吉郎秀吉（花押影）・酒井右近尉政重（花押影） 木津春松殿御宿所

敬白起請文。一、今度、以篠窪治部、自山吉方条ゝ承、重而新藤・須田方来着、因茲愚意無偽所、翻宝印、以誓詞申候、有御分別、弥御入魂可為本望事。一、岩付之儀、於佐陣可渡進由候、去秋以来如申定、信州歟至于西上州、一途御調儀之上与申候得共、強而御陣中に而専承候者、可任其儀候、仍御行不可有相違旨、如案書御誓詞可給事。付、太美事、如度ゝ申入、当敵之様ニ有之而、敵方之儀取持所、淵底御存知之前候時者、岩城渡置可申上、氏政与太美疑心晴候様之御扱専一候、同者梶原源太方当地ニ暫被指置、専要ニ存候、抑越相一和之上者、両国吉凶同前ニ候哉、御啐啄可為喜悦事。一、御養子之事承候、自最前如申候、柿崎方不然者、彼息左衛門尉方可被指越候、至于其儀者、御養子於西上州渡可申候事。以上。右条ゝ、若於偽者、日本国中大小神祇、殊伊豆・箱根両権現、三島大明神、別而八幡大菩薩・摩利支尊天御罰可罷蒙者也、仍如件、庚午二月十八日 氏政（花押）・氏康（花押） 山内殿

一、此度被翻宝印、望申如案文、遠左被召出、預御血判候、誠忝令満足事。一、三郎、来五日、無風雨之嫌、当地可致発足事。付、彼日取流布候間、其砌信玄出張無心元存候、畢竟利根川端迄、此方送随分堅固ニ可申付候、利根川向端はたより可渡申間、倉内衆・厩橋衆堅ゝ被仰付専一候事。一、相房一和、先段如申届、不可背御作意候、猶様子顕書中候、此時御彼国へ被指越、引詰而御落着専要存事。一、初秋之御行、何分にも可有御談合由、誠本望至極候、但、只今御労兵之砌と云、窺御帰国信玄擬之処、大切存候、爰元進藤方・垪和両口ニ、委細申付候間、御備之様子、具御返答待入事。一、愚老父子条書之内、武上之面ゝ、後日無異儀様、弥可定とハ如何不被聞召届由候、爰元専ニ遠左ニ申含候、不達上聞処、左衛門尉越度、無是非候、併御奏者挨拶ニ、此儀二三之申事之由、被押旨致陳法候、武上之二字所を指而者、忍・松山大途雖無御別儀候、一度越苻可蒙御退治趣、深存詰候、越相御骨肉ニ被仰合上者、並而相州可得退治候、然時者、信玄へ申寄外無之由、指出申候、はや通用三度及五度者、信玄可乗計策事必然候、信玄ニ内通可令停止者、越苻為先御誓詞、忍・松山証人可取間、極御誓句段申入候、垪和ニも此口味同前候、猶此度申入候、委細口上ニ可有之事。一、新太郎所へ如被披露御条書者、愚老父子表裏を当憶意哉之由、蒙仰候、既此度前ゝ之誓句を改、只一ヶ条、無二無三ニ可申合段、翻宝印、以血判申上者、表裏之儀、争可有之候哉、惣而前ゝ誓句之内、一点毛頭心中ニ存曲節儀無之候キ、御不審之儀者、何ヶ度も可預御糺明候、就中実子両人渡進儀、誠山よりも高、大海よりも深存置処、猶愚ニ思召候事、無曲存候、此上も、或者佞人之申成、或者不逢御意模様可有之候、当座ニ御尋千言万句肝要候、さて御入魂之上者、相互道理之外不可有之間、於道理者、不及用捨可申展候、不届儀者、何ヶ度も御糺明、此度互ニ御血判之可為意趣事。一、此度三郎参候路次以下之儀、由信致馳走様ニ被仰付、肝要存候事。以上、三月廿六日 氏政（花押）・氏康（花押） 山内殿

就柳沢新右衛門尉上国、従御父子様、信長江条々被仰越候、具申聞候、遠路切々御音信、本望由、則御返事進入候、随而丹但両国賊船之儀、公儀江申上、信長可被馳走旨候、定而不可有別儀存候、仍雲伯表、弥被任御存分之由、簡要存候、畿内其外信長分国、何以静謐候、可御心易候、猶柳沢可被申述候、恐惶謹言、四月十一日 秀吉（花押）・尓云（花押） 小早川左衛門佐殿御報（上書：小早川左衛門佐殿御報　夕庵・秀吉）

当庄之儀、殿様御申沙汰候て、曇花殿様御直務ニ被仰定、御下知御朱印明白候、然而御給人を被付之由候、定　うへ様ハ被知召ましく候歟、殿様より公方様へ当庄之儀無相違候様ニと御申之事候間、定不可有別儀候、御年貢之事、於他納ハ可為二重成候、恐々謹言、七月廿日 夕庵尓云（花押）・木下藤吉郎秀吉（花押） 山城大住庄名主御百姓中

上様御煩ニ付而、鶴岡於　御神前、大般若真読可被成由、被　仰出候、如嘉例衆中相触、并諸色之事、厳密ニ可被成候、此一札参着次第、早ゝ可有開白候、公物之内最前ニ可入分、御書立可給候、委細口上ニ申含候、恐ゝ謹言、八月六日 安藤豊前（花押）・板部岡入道江雪（花押） 仏日庵床下

阿部内俵峰村。一、弓鑓、近衛四郎。一、弓同、四郎衛門。一、弓同、左近四郎。一、弓同、清太郎。一、弓同、左衛門九郎。以上五人、辛未十二月廿四日 朝駿信置・横十康景 宛所欠

制札被立在所、三所印判を押候、此以絵面制札ハ可被立候、東之境ハ大門やふを限、其後門前之屋敷ハ地子を出預りニ候、本光寺も此断望候、依裏書仕候、定所如件、元亀三年卯月十二日 幻庵奏者大原丹後守・宗哲（花押） 宝泉寺御代僧利首座

西院之内、妙智院策彦東堂御寺領分安弘名之事、　殿様より被仰付、御寺へ可為御直納之旨被成御印判上ハ、年貢諸公事物等、無不法懈怠可致其沙汰候、石成方へも右之分被仰出候間、聊不可有別条候、指出之儀相調候て、妙智院納所へ可渡進候、或者穏田、或者上田を薄地ニ替、恣之族於有之者、可被処厳科候、此旨従両人可申之由候、恐々謹言、九月廿日 夕庵尓云（花押）・木下藤吉郎秀吉（花押） 西院之内妙智院領百姓中

其国之様子、余無心許候条、以飛脚申候、抑不慮之仕合故、富山落居無是非次第候、去年以来、賀・越両州対陳之事候之間、随分手合之備無油断候キ、雖然信玄自身至于越後乱入之儀者、遠・三之動無拠故遅々、其已後彼表明隙帰陣候条、直ニ向越府可動干戈之旨儀定、既信・越之境迄、先衆立遣候之処、於于途中得病気躊蹰之砌、輝虎退散ニ付而無役ニ納馬候、信玄煩も平元之形候、然則後詰之行聊不可有用捨候、無二父子可令出馬候間、加州衆重而出張、其国静謐候之様、御肝煎尤候、委曲期来信之時候、恐々敬白、十月朔日 信玄（花押）・勝頼（花押） 勝興寺几下

就御寺領之儀、信長朱印両度被遣之由、委曲令存知候、向後於両人不可存疎意候、賀茂之儀、石主へ申届候、尚以蜂須賀ニ申含候間、不具候、恐惶謹言、霜月三日 塙九郎左衛門尉直政（花押）・木下藤吉郎秀吉 大徳寺各御中

諸商人之事、誰々雖為家来、任御朱印之旨、可被申付之状如件、 十二月六日 成田杉長重（花押）・木藤秀吉（花押）・岩弥三吉勝（花押）・金五郎八長近（花押）・塙九郎左衛門尉直政（花押）・森勝蔵可長（花押）・丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・島田但馬守秀満（花押） 宛所欠

右敬申上、今度さん州なかしのにおひて、室賀被致籠状、さおひなく罷帰候ハゝ、為法楽能を五三番神前ニ而可致之候、仍状如件、元亀四年八月十七日ミつのとのとり壱叶（花押）・三かわ（花押） 宛所欠（包紙上書：「室賀」）

就関東船上下之儀、従濃州条々被仰越候間、則自是被出使者候、然者氏実当郷廉屋七郎次郎許へ預物之儀被相改候、追可致合意由可被申付候、万一至及異儀者、濃州被仰合、即時ニ可被加御成敗候、委曲尚口上被仰出候由所候也、恐々謹言、十月廿九日 房兼（花押影）・教兼（花押影） 大湊中

坊領并山林、悉可為同前候、以上。織田大明神領之事、如前々任当知行之旨、不可有相違之由候、全領知簡要候、仍状如件、天正元八月廿八日 明智十兵衛尉光秀（花押影）・羽柴藤吉郎秀吉・滝川左近一益（花押影） 寺家中

其方身上之儀、任　御朱印之旨、諸役以下、如前々可其覚悟候状如件、 九月五日 明智十兵衛尉光秀（花押）・羽柴藤吉郎秀吉・滝川左近一益（花押） 橘屋三郎五郎との

其方御本知之事、可被成御朱印之由候条、如前々年貢諸物成等不可有相違候、恐々謹言、九月六日 明智十兵衛尉光秀（花押）・滝川左近一益（花押）・羽柴藤吉郎秀吉 安居三河守殿

就因但間之儀、蒙仰趣申聞候、被得其意候、近日可為上洛候間、畿内之体被見合、但州へ働之日限、自是可被申入由候、猶日乗上人可被相達候、恐惶謹言。東北国之体并五畿内之趣、信長直ニ申入之間、不能重説候、九月七日 尓云（花押）・秀吉（花押） 小早川殿貴報（上書：小早川殿貴報　羽柴藤吉郎秀吉・夕庵）

当寺領百石之事、任当知行之旨、年貢諸成物等如前々不可有相違候、自然百姓等於令難渋者、可為曲事候、恐々謹言、九月九日 明智光秀十兵衛尉光秀（花押）・羽柴藤吉郎秀吉・滝川左近一益（花押） 宝慶寺

目録、徳山次郎右衛門方江御扶持分。一、百八拾石、窪田将監分之内今庄上下。一、百五拾石、高橋新助分之内未之保之内。一、百石、青木隼人分之内大虫村大浦分。一、百七拾石、青木式部跡職所々。以上六百石、天正元九月十八日 滝川左近一益（花押影）・羽柴藤吉郎秀吉（花押影）・明智十兵衛尉光秀（花押影） 宛所欠

其方寺領分之事、任当知行之旨、年貢諸済物可有収納候、仍如件、 九月十九日 明智十兵衛尉光秀（花押）・羽柴藤吉郎秀吉・滝川左近一益（花押） 湊、滝谷寺床下

北国之儀、被任存分付而、早々被仰越候、御懇之至、畏存之由候、在洛之条、切々可被仰通候事、所希候、猶以遠路示預候、大切存之由候、可得御意候、恐惶謹言、十一月七日 尓云（花押）・秀吉（花押） 小早川左衛門佐殿御報（上書：小早川左衛門佐殿御報　羽柴藤吉郎秀吉・夕庵）

急度令申候、仍昨日十九日午刻、各至此表令着陣候、然者明日廿一日至高屋表推詰相働之条、其表被相催、来廿三日於高屋之南可被合手候、無御油断御馳走簡要候、委細従保左可被申入候、此表不日可為御出馬候之条、可被成其御意得候、旁遂参会可申述候、恐々謹言、十月廿日 明智十兵衛尉光秀（花押）・塙九郎左衛門尉直政（花押）・蜂屋兵庫助頼隆（花押）・羽柴藤吉郎秀吉（花押）・丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・柴田辰千代勝政（花押）・長岡兵部太輔藤孝（花押）・佐久間右衛門尉信盛（花押） 根来寺御在陣衆中

当手軍勢甲乙人濫妨狼藉放火事、堅令停止訖、仍状如件、 天正弐拾月廿九日 丹羽五郎左衛門尉長秀（花押）・塙九郎左衛門尉直政（花押）・蜂屋兵庫助頼隆（花押）・羽柴藤吉郎秀吉（花押）・柴田辰勝政（花押）・明智十兵衛尉光秀（花押）・佐久間右衛門尉信盛（花押）・長岡兵部大輔藤孝（花押） 誉田八幡社家中

曲金之内、朝比奈市兵衛知行拾貫文之分、田地請執、大宮灯明等如旧規可被相勤之旨、被　■出候者也、甲戌十一月晦日 原隼人昌胤（花押）・市宮昌房（花押） 春長

（表紙：御料所方、認書、一庵・間宮使之時也）古河・関宿之間。大山、遠山源。河妻、簗田右。こうたて、一色八郎、但皆吉名代申上子細候而被預置候。前橋砂井、高太。大福田、石塚大。網代、野田。庄内河辺。こたへ、鳳桐寺。五木、土肥次郎。（中略）已上。向古河近辺、此郷去年迄従羽生致押領候、唯今長尾成綺候間、諸郷並ニ此節可被相改候。いゝつ見、町野備中守。下河辺之内、彼郷証文歴然候間、高城かたへ被相断、落着可然由、仰事ニ候、於此地者、前々御直之御恩賞之間、簗八被申所不可有之候由、仰事ニ候。番匠免、簗田右馬助。はたや、古河御城際栗橋近辺云、其上被越黒川彼一郷計簗田領之間、無相違様、可有御塩味由、仰事ニ候、委細氏照へ被仰出候。此外結城へ被下候七郷之郷名者、先々被相除候、右之郷数之分、虎之御印判一枚充ニ、百姓還住付而横合狼藉不可有之段、披露之御制札可有進上候、下地此外無相違所をハ、郷村被相除候（後筆：右、関宿落居之砌、氏政陣中へ被仰出案也）、甲戌十二月二日 芳春院・寿首座 垪和刑部丞殿

其表普請、御苦労令察候、何比可為首尾候哉、様体承届、各其覚悟可仕候、雖御油断有間敷候、時分柄之儀候間、其御心持専用候、御内存之通具可承候、恐々謹言。猶以、十兵相談しかゝゝと無之候ハゝ、御見廻不申、所存之外存候、羽藤も留意之様申候、以上、卯月廿五日 明十兵光秀（花押）・羽藤秀吉（花押）・長兵藤孝（花押） 柴修人々御中

急度申候、其御蔵江、見付御蔵より兵粮御うつし候、自此方奉行を越可申候、其方は火之用心専一ニ可被成之候、又ぬす人之用心是も御ゆたんあるましく候、返々火之用心其方御手前之事候、能々可被成御心得候、又申候、たハら下しき其郷之人そくにてかりをかせられへく候。右之段、万御無沙汰あるましく候、恐々謹言。返々下しきのかや、今明日中ニかいをかせられへく候、郷中へかたくゝゝおほせられへく候、已上、二月七日 倉三五（花押）・名若狭（花押） 池田道場

信長へ御札并御使僧之通申聞、御返事被進之候、遠路御音信、大慶之由候、仍御間、自他御用之儀、互以墨付可申承之趣、尤被得其意候、自今以後可為其分候、将亦英賀之儀、未申聞候、後便ニ必信長存分可申入候、於両人不可有疎意候、恐惶謹言、卯月七日 尓云（花押）・秀吉（花押） 小早川殿御報（上書：小早川殿御報　羽柴藤吉郎秀吉・夕庵）

就来十二日御動、当所船事狐川へ相下之、従明後十十三日迄可令逗留候、一艘も残置候者可為曲事之由被仰出候、不可有由断候也、謹言、卯月八日 藤吉郎秀吉（花押）・五郎左衛門尉長秀（花押）・修理亮勝家（花押）・右衛門尉信盛（花押） 伏見惣中

立花城家督之事、道雪於無男子者鎮連兄弟之内、以分別可被申与之由承候、尤肝要候、連々如申候、当城之事、其堺覚候之条、倍堅固之格護、不及申候、然者向後、右之内一人登城之儀可為若輩候歟、成人之間者、鎮連同前令在城勤番可然之段、兼日能々御入魂専一候、此由至鎮連モ以状申候、可被得其意候、恐々謹言、五月十日 義統（花押）・宗麟（朱印） 戸次伯耆入道殿

至息誾千代譲状之趣、銘々令披見、以袖判申候、殊当城置物等、堅固被申与候次第、乍案中感心候、親類・家中衆被申諌、向後其堺弥静謐之調儀肝要候、猶重々可申候、恐々謹言、六月十八日 義統（花押）・宗麟（朱印） 麟白軒

其御城之模様、為可被聞召届、■遣御飛脚候条、乍幸便申入候、抑今度其御城敵及詰陣候処、至今日堅固ニ被相■■■戦雖不始儀候、各御戦功公私感入候、尤早々可被覃後詰御備候処、氏政被仰合、此節可被雌雄之旨被思召、詰■■■御迷滞、全非御疎略候、然者氏政年来之御契盟此時■、東八州之衆相催、双両将御旗可有後詰■■誓■等到来、厳重ニ被仰合時宜入眼候、因茲近日可有御進発御落着候、我等式御先招可罷立之由被仰付候、三日中令出陣候、畢竟御出勢之間、城内堅固ニ可被相拘儀、且御忠節、且可為御自面候、今般於其表被得勝利、帝都迄御本意無疑候、尚以関東衆悉相調候間、急度有御出勢、凶徒被追払、可被散御鬱憤之由、無二ニ御落■、八幡大菩薩・諏方大明神照鑑非妄御候、千言万句各被相談、城中堅固之御備専要候、於御出馬者不可有程候、可御心易候、委細以面上可申承候、恐々謹言、七月十九日 左馬介信豊（花押）・小山田左衛門大夫信茂（花押） 秋伯・春近衆・岩村衆・高■衆御宿所

一、以注文請取屋敷拾之刀■■可相待、若日限於延引■■談合可然■■■爾■。一、家作少居住候而、本所へ立■■一切可停止也、若於異儀者、則時■■敷可悔還事。一、当宿之諸商売他町不可■。一、屋敷境水上垣可用之事■。一、請取■■不可沽却、縦雖■■渡各■■談合事。右条々、於違犯之輩者、糺軽■■可得御下知者也、仍如件、天正参乙亥拾月十一日 松木与左衛門尉宗清・伴野与一郎昌清・多喜総九郎政吉・畠川次郎右衛門尉次久・山本与三左衛門尉長徳・市野理右衛門尉秀忠・長島与左衛門尉吉広・大野出雲守規重・大田四郎左衛門尉盛家・古市弥六郎昌家・星野七郎左衛門尉久次・神太郎兵衛尉範貞、以上拾弐人 宛所欠

鎌倉経師谷雖御領所候、常住院大破之所、其方被請取付而、彼古跡有建立度■承候間、其意趣達上聞、御印判拝領、然者、彼替之地、我ゝ私領於板戸之郷内四貫百弐文之所を以、公方へ成替、永代常住院為寺領与令寄附候、幸彼寺母方好も候之間、早ゝ有建立而、我等二世現当悉地成弁之御丹精可為純一候、然間、被下候御印判、其方へ渡進候、御文言ニ者、雖被露尊永院、是者当座拘故、如此候、彼寺領之儀者、常住院江心当候、御印判渡進上者、菟角其方可為御存分次第者也、以上、天正三年乙亥極月十日 布施佐渡守康能（花押）・同弾正左衛門尉康朝（花押） 比企谷常住院御同宿中

旧冬従因州御陣所、以心蓮坊被仰越次第、委曲申聞、被及返答候、山鹿事、不可有許容由候、於時宜者、心蓮坊ニ申渉候つる、彼表被任御存分付而、御開陣之由、可然存候、猶自　聖門様可被仰伝候、恐々謹言、三月四日 尓云（花押）・秀吉（花押） 吉川駿河守殿御報

公方様至当国被移御座、輝元可致馳走之由、被　仰出候条、存其旨通、捧御請文、既及海陸行候、然者、播州之事ハ、従此方申付候、其外五畿内并隣国之儀、御武略最中候、浦辺者今度警固船差上付而、為始淡路属一味候、仍貴国事、此節可被抽御忠儀之由、被成　御内書候、被対申上意、急度境内御出勢肝要候、将又、相州越州御和睦之儀、被仰操候之条、被応、御下知、於一同之御働者、猶以当方可為本望候、委細上使大蔵院可有演説候、恐ゝ謹言、六月十二日 隆景判・貞俊判・通良判・元春判 武田左馬助殿御宿所（上書：武田左馬助殿御宿所　隆景　吉川駿河守・口羽下野守・福原出羽守・小早川左衛門佐）

小笠原殿衆屋敷之為替地。青柳分之内。参貫文、坪ハ塩沢おき甚六之抱。右分、高辻に而相渡候之者也、仍如件、天正四丙子十一月十一日 野呂瀬十郎兵衛尉秀次（花押）・太田佐渡守守重（花押）・鷹野喜三昌卿（花押） 篠原尾張守殿

年来其方四足弐足有禁断、数年役■之奉公、御神慮被相叶候故歟、公文知行自先年被下置候、殊更今度以御上意、大宮御造営大■之所悉御成就、不思議之御神感候、公文知行御拘之事候条、其方息、四足弐足禁断以後、末子富士千代我等為相定、幸怠転之事候間、従御上意、以御下知公文相定申候、為其一書契約申候、仍如件、天正四年丙子十一月十九日 富士相模入道信忠花押・同蔵人信道花押 鷹野喜兵衛尉殿参御宿所

合四拾五貫文、高辻。此内十八貫四拾文、四分引。残而弐拾七貫六拾文、相渡分。右為償渡所。三貫七百卅五文、徳役銭之内。拾七貫弐百九十五文、一宮御年具之内。六貫卅文、駿州大岡庄之内。合弐拾七貫六十文。右分、毎年無非分様ニ可請取者也、丁丑八月七日 跡美（朱印「印文未詳」）・以清斎（朱印「印文未詳」） 原半左衛門尉殿同心衆

就其許御仕合、当口之儀無御意元之由ニて、市瀬方被指越候、過分忝候、於様体者、委彼方へ令面述候、事々重而可申候、恐々謹言。追而、御前可然様ニ御心得任入候、以上、三月廿六日 北丹景広（花押）・同安入芳林（花押） 吉喜・三道御宿所

覚。一、長尾左衛門尉重而使差越被申候、然共有申断旨、四日ニ返シ申候、昨日酉剋罷越候間、小曽根摂津守相副、差上申事。一、不動山者、去三日、西上州江乗取候事。付、自此方差越候目付、上州衆之備之内ニ有之、双方之様体見届、昨日巳剋罷帰候、猶委細長尾左衛門申事。一、越国江之御備ニ、西口へ被進御陣、半途ニ被立御馬候者、何事も可為如思食歟之由、存事。以上、六月八日 由良六郎国繁・由良信濃守成繁 結城御陣人ゝ御中

謹言上、抑態奉一翰候、就于雄峰輪次之儀、太守被仰出旨、内書与請状可為区ゝ由、作麽何事哉、故以致再乱所也、能ゝ評定之上、何江成共、内請一等落着、於住院成就者、本寺之規矩明鏡之由、被顕貴意畢、此趣三応禅師伝奏所希候、恐惶頓首敬白、初秋十一日 全祝（花押）・祖養 進上最乗寺衣鉢閣下

急度令申候、仍大坂并雑賀表御動座之刻、御用木其外御船已下可被仰付候条、津山川・春日山材木一切可被相留旨御諚候、被得其意、堅可被申付事、肝要ニ候、恐々謹言、八月十四日 佐久間甚九郎定栄（花押）・佐久間右衛門尉定盛（花押） 寺田又右衛門殿・松浦安大夫殿御宿所

内房郷大積御検地割付之事。六貫五百卅八文、本年貢。此内。壱貫文、永不作。五百文、皆流。以上壱貫五百文。残而。五貫卅八文、当有納。右、如此可有御所務者也、仍如件、天正六年戊寅十月十日 横山讃岐守友次（花押）・長谷川惣兵衛尉吉弘（花押） 佐野弥左衛門尉殿参

寅十二月廿日ニ殿様へ御たづねニ付而、罷出候て、紙之御用被仰付候、其時山之儀を御侘言申候得者、大平之御百姓なミニ取候へと、篠岡殿・同多田殿被仰候、此上者尚以其方様之御指南頼入可申候、為後日一筆進候、以上、仍如件、天正七己卯年正月十四日 かミすき、孫左衛門・藤右衛門・六郎右衛門 宮内隼人佐殿参

ひたとのさま御しんたいニ付候而、御意をゑ候処ニ、両人いたし、大きやうニ仕候へと御申候間、ゆくすへ何事もよろつ御いけんしたいニいたし可申候間、きせうもんの以申上候、若此き御意をそむき候者、こんせうにてハ二ほん六十余の大小神はつをかうむり、あミたほとけのなんくわんニもれ候て、むけんのすミかといたし可申候、為其きせうもんのもつて申上候、一大の中六まんくハんの念仏をかけ申上候、以上、天正七年う二月六日 宗忠（花押影）・いせ（花押影）二人以申候 しん上さねのりさま参

男衾郡并田中・菅沼・瀬山・瓶尻旦那衆分同行等之事、任当知行之旨、富士・三島先達如前々不可有異儀之由、依。聖護院御門跡仰、執達如件、天正七年八月十八日 法印（花押）・僧都（花押） 長命寺

就今度相甲鉾楯、既敵陣五三里之間へ被打懸候、忽被得勝利、御味方公私貴賎可開大慶之咲所、於　御神前、二夜一昼被凝精誠、巻数可有御進上候、若敵無退散者、連日朝暮、弥国家安寧之御祈念不可有懈怠候、恐ゝ謹言、九月十四日 江雪斎融成（花押）・安藤豊前入道良整（花押）・同源左衛門尉清広（花押）・関信濃守為清（花押）・板部岡能登守康雄（花押）・石巻下野守康保（花押）・南条山城入道香玉（花押） 大山寺児捨中

度々承儀、雖遠慮多之候、今度関東御越内意之上一義申合候、万乙下口馳走之模様候者、替地を以可申合候、不可有御相違候、恐々謹言、天正七年己卯拾月廿四日 伊勢千代丸・孝哲（花押） 小瀬摂津守殿

吉田横須賀原切発屋敷田畠之事。一、去年従卯年三ヶ年者、一切令免許、従来年者、畠方弐貫文之可為定納之事。一、屋敷四壁之竹木、一円不可有見切之事。一、かゑ取雑喉魚網等、其身可為進退之事。右条々守此旨、不可有人足同役等、但新田之堤修理於無沙汰者可為曲事者也、仍如件、天正七年己卯十一月吉日 忠次（花押影）・家忠 吉田方新田百姓中

江州坂田郡八幡宮奉加、 天正八年庚辰三月吉日 羽柴藤吉郎秀吉（花押）・羽柴次秀勝（花押） 宛所欠

今度伊豆国於于戸蔵表走■之所、無比類候、弥々於抽忠功者、可被感其旨者也、 天正八年辛巳八月拾一日 馬場美濃守奉之・（武田勝頼花押） 中牧勘■■殿

御前相済帰国之刻、為合力知行弐百石可進候、於末代不可有相違者也、仍状如件、天正八九月廿五日 不干斎定栄判・夢斎定盛判 小坂坊御同宿中（異筆：右二篇蔵在高野山小阪坊）

親之跡目候間、如此知行申付候、 天正九四月廿二日 藤吉郎秀吉・次秀勝（花押） 野村弥八郎殿

於貴命ハ、速退城可申時ニハ、両輩安土達、本領安堵宜可致沙汰、仍之御答申入候、恐惶謹言、十一月十五日 羽柴筑前守・池田勝九郎 安宅河内守殿

雖未申通候、依　御内儀令啓達候、抑近年者御世上故、御不通之様候キ、殊更去年以来正木大膳亮上下鉾楯付而、公私窮屈以堅察前候、然者今度有忠信之仁、当城小田喜之地被属本意候、如斯之上、御進退一途可有御取成逼塞候之間、申合走廻候者、可為御悦喜候、甲相之儀、追日勝頼出張之由、其聞候、雖被仰出迄無之候、其口之調専一候、此等之旨趣、内ゝ以御使節可被仰出之処、路次等御遠慮之間、先ゝ御書被成之候、此段任　上意、捧愚札候、委砕御報所仰候、恐ゝ謹言、霜月廿七日 佐野大炊頭為綱（花押）・小曽禰右馬允胤盛（花押） 太田美濃守殿

井草之郷名主屋敷事、細谷三河守知行ニ如持候屋敷半分宛、井藤平左衛門与談合候而、御拘無相違、御走廻尤候、井草之郷田地之儀者、貴所無御綺候へ者、緩而散ゝ野可被成事、眼前ニ候也、只今者、御領所ニ罷成候而、猶以、御精被入、開払致様ニ御稼、肝要候、以上。尚ゝ御大途、無相違様ニ、御走廻肝要候、以上、午三月廿九日 恒岡（花押）・佐枝（花押） 牛村助十郎参

御厨之内須走之郷、寄地下人可被走廻、然上、富士参詣之事、如先規可相定之条、精進以下可有其支度者也、仍如件、午四月廿五日 忠次・使服部小十郎 洲走郷中

先日ハ示預候、如仰今度之不慮無是非次第ニ候、其ニ付而京都可被打上存候、其元儀何篇ニも可有御馳走之由、家康一段祝著被申候、各被申合此時候間、是非明智可被打果之由ニ而、今日十四到鳴海被致著陣候、弥御馳走肝要候、御存分も候はゝ、涯分被申調之由候、此方之儀可被任置候、然者御質物之儀、早々被越候はゝ、猶々祝著可被申候、恐々謹言、六月十四日 石河伯耆守数正（花押）・本田平八郎忠勝（花押） 吉村又吉郎御宿所

本領。五拾貫文、江草。三拾貫八文、石橋之郷。夫丸壱人。三貫五百文、小瀬村郷。五貫文、竜雲寺。壱貫文、市部之内。五拾貫五文、山県知行之内、篠原八幡之内。但信州あさの役之替代、三井豊前分。三貫文、飛竹之河原間。壱人、ホゝ刀之夫丸。合百六拾貫五百文。新百五拾貫文、西八幡之内。内夫壱人、山県分。以上。右、被相抱可有奉公、従駿州最前ニ、曽下有同心参陣、別而被走廻候上者、一入之忠節之儀共ニ候間、縦何れ之人望候とも、於彼地者聊不可有相違候者也、仍如件、天正十年壬午六月十七日 松五康高判・曽下昌世判・岡次正綱判 窪田助丞殿

知行方之書立。一ヶ所、内山之郷。一ヶ所、平賀之郷。一ヶ所、中込之郷。但、此内弐万疋之所、自最前使申者ニ遣之、替地闕如を以可弁之。一ヶ所、広瀬桧沢。一ヶ所、北沢。一ヶ所、清川。以上。右之地、御本領之外、此度依御忠信、為新恩御望候、遂披露処、尤被遣置候、臼井峠就御取越者、可有御先勢、於遅参者、証文不可有其曲候、弥可致励御忠信候、仍、以両使申届候、恐ゝ謹言、六月廿二日 北条陸奥守氏照（花押）・藤田安房守氏邦（花押） 伴野善九郎殿

証文。一所、小坂之郷。一所、諏方塩尻。以上。右、此度高島衆可抽忠信由、為使罷越候、於事成就者、望之地速申上可遣候、仍状如件、七月七日 氏照（花押）・氏邦（花押） 樋口木工左衛門尉殿

御注進之趣則申上候処、一段御機嫌不及申候、何方もか様之成合候様、目出成儀是有間鋪候と、公私之大慶不過是候、在々御放火、殊足城押破、各御高名不及申、各海賊衆情被入候由候、是以我等相心得可申よし、御意候、弥各情ヲ被出之様、御指南尤之由仰被出候、此等之趣可被仰聞候、然者黒駒表之頸共、今日敵陣之前懸申候得者、無正体候、何ニ一両日中之中ニ破軍たるへく候間、如仰陸奥守ヲハ、是非生捕候て越可申之間、上方へ御上せ尤候、敵方よりも、方々御内証之儀申上候間、若今日にも退候者、後別義之御内証申候者共、此方人数より、猶々情に入可申候間、以誠敵一人も生てはかへり申間敷候間、可御心安候、恐々謹言。返々、むかい殿御高名之段、御手柄不及申候、御心得可有、ふかゝゝと御喜悦之御意候、別其表三枚橋・興国寺迄御飛脚、諸事油断無之様ニ可被仰候、以上、八月十四日 阿善九・本弥八・大新十 本作左御報

定。一、合七貫文、埋橋之内、手作。一、合拾三貫文、福地之郷。一、合弐貫文、入子。以上。今度自最前被馳参被抽忠信候事、無比類候、就之右之分為知行進置候、尚依于戦功於于下伊奈可例重恩者也、仍如件、天正十年壬午八月廿一日 保科正直（花押）・内藤昌月（花押） 埋橋彦介殿

甲州曽禰堀内分、慈照寺寄進共ニ四拾貫文、駿州改替慈照寺分之内十二貫文、并名田・被官等之事、右父平太於中牧令討死之条、本領不可有相違者也、仍如件、九月十九日 大久保新十郎・成瀬吉右衛門 曽禰松千代殿

瀬戸谷荻間天王領并同所諏訪神領之事。右、先地頭朝比奈八郎兵衛殿如判之、依為我々知行、為新寄進永不可有相違、但上納所事者、如年来可有納所、諸役等も可為百姓次、然者宮造栄就無沙汰者、其上可申付者也、仍如件、天正十壱未十月九日 高尾惣十郎昌元・朝比奈新九郎昌忠 禰宜蔵太夫殿

今度　三介様御家督儀、各令馳走被成御座候付而、御分国諸侍不残罷出御礼申上候、其方之儀御由断不可然候、然ハ其元之儀森勝蔵御取次等可申旨、被　仰出候段得其意、勝蔵異見次第尤ニ候、尚委儀森勝可令申候、恐々謹言、極月廿一日 羽筑秀吉・惟五郎左長秀・池勝恒興 遠山佐渡守殿・同半左衛門殿御宿所

今度三介様御家督之儀各馳走申被成御居候付而、御分国諸侍不残罷出御礼申上候、其方之儀御由断不可然候、然ニ其元之儀森勝蔵御取次等可申旨被仰出候、被得其意、勝蔵異見次第尤候、猶委儀ハ森勝蔵方可被申候、恐々謹言、十二月廿一日 羽筑秀吉（花押影）・惟五郎左長秀（花押影）・池勝三恒興（花押影） 和田助右衛門尉殿

三介殿様・三七殿様御間之儀御無事相澄申候条、其御心得尤候、然者其方へ滝左取出被申付由候、右之通候条、早々可被引払与、滝左へ直ニ申遣候間、披得其意、其方儀も鉄炮一ツ被放間敷候、為其申候、恐々謹言、十二月廿六日 羽筑秀吉（花押）・惟五郎左長秀（花押）・池勝恒興（花押） 小島殿御宿所

井草之郷水そんの地ニ御座候間、其方一入せいニいれ、御大途御走廻、尤ニ候、政所免・つゝミ免、其方ニ預置申候、来春田口伊予守談合ニ而、つゝミをもつき立、尤ニ候、何事をも御せいニ被入、御走廻ニ付而者、御大途江涯分申上候へく候、為後日候間、一筆進候、以上。尚ゝ於此上、一入せいニ入、御走廻肝要ニ存候、以上、閏十二月五日 資宗（花押）・信宗（花押） 宛所欠（上書：牛村助十郎へ参　自岩付　恒岡・佐枝）

御蔵入。九拾五貫七百文、山崎。百九拾貫文、ひわくひ。弐百七拾七貫文、大わた。九拾三貫文、塚原郷。九貫文、あけ島。三拾貫文、みやしけ。弐百卅八貫文、よつぬき。以上九百六拾八貫七百文、月日欠 御代官、曽我又六郎（花押）・矢部甚兵衛 祖父江五郎右衛門殿・杉浦猪助殿

覚。一、景勝・家康御間柄之儀、若被仰分於在之者、筑前是非ニ可致馳走事。一、筑前表裏者と於被思召者、如此誓紙御取替候共、不及申、此度可有御違変事。一、氏政・景勝御間柄之儀、対小田原御存分在之者、於当方、書状取替も在之間敷候事。一、其方御宿老衆御人質御賄方請取申候間、其方御造作ニ懸申間敷事。一、従此方誓紙、其方如御好、多賀の牛玉にて無之、熊野の牛玉にて書被進之事。一、先越中江被出御人数、急可有御手遣事。一、三介殿へ景勝より御状御文体・上書なとの儀、様子御両人江申渡候事。右、何も巨細之段、御両使へ申渡候者也、以上、二月七日 増田仁右衛門尉・木村弥一右衛門尉・石田佐吉 西雲寺

大浦薬師免田之事、右如前ゝ聊不可有相違、并近辺林之竹木等、仮初にも横合非分不可有之者也、仍状如件、天正十一年癸未五月十二日 左衛門大夫氏勝（花押）・新八郎直重（花押） 長楽寺参御同宿中

（本文欠） 天正十一五月廿五日 依田下総守（花押）・大草丹後入道（花押） 宛所欠

日比野ノ内前野之郷。右為　御扶助被　仰付候、猶遂御糺明、高頭重而被書載　御判可被遣之旨。御諚候、可被其意候、恐々謹言、天正十一年八月十九日 井村彦兵衛（花押）・矢部甚兵衛（花押）・曽我兵庫（花押） 坂井隼人殿

徳重之郷。小牧まゝの郷。右両郷為御扶助被仰付候、猶被遂御糺明、高頭重而被書載可被下之由、御諚ニ候間可被得其得候、恐々謹言、天正十一八月九日 曽我兵庫（花押）・矢部甚兵衛（花押）・井村彦兵衛（花押） 安井将監殿

一、赤池之郷。右為御扶助被　仰付候、尚以被遂御糺明、高頭重而被書載御判可被遣之旨候、可被得其意候、恐々謹言、天正十一年八月七日 矢部甚兵衛（花押影）・曽沼兵庫（花押影）・井村彦兵衛 御大工又右衛門殿

勝幡之郷。はかりの郷。右之両郷為御扶助被仰付候、猶又被遂御糺明、高頭重而被書載　御判可被下候旨被仰出候、恐々謹言、八月廿八日 曽我兵庫（花押）・矢部甚兵衛（花押） 佐渡七左衛門尉殿

小玉之郷。右為御扶助被仰付候、重而御判可被下之旨被　仰出候、恐々謹言、 八月廿八日 曽我又六（花押影）・矢部甚兵衛（花押影） 井村彦兵衛殿

野なミの郷三百五拾貫文、此内百五拾貫文たあへ被参候、相残分喜七郎殿被遣候、尚以被遂御糺明、追而被書載御判可被遣之旨御諚候、恐々謹言、天正十一年八月廿八日 矢部甚兵衛判・曽我兵庫判 たあ・千秋喜七郎殿

ひら野郷為御扶助被仰付候、重而御判可遣之旨御諚候条、可被得其意候、以上、 天正十一年八月廿九日 曽我兵庫（花押）・矢部甚兵衛（花押） 河野藤左衛門尉殿・坂井文助殿

一、西島、一、清水、一、あま池。右三郷被　仰付候、弥被遂御糺明、重而御判可被下旨御諚候、已上、天正十一年八月晦日 矢部甚兵衛（花押）・曽我兵庫頭（花押） 祖父江五郎衛門殿

目禄。一、松の木、一、すわき、一、よこへ、一、せこ。一、かミきり、一、かの、一、なると、一、のいちば。一、じやけち。一、おか村、一、下はたおさ、一、野寺。一、上はた長、一、大やぶ、已上。合拾四ヶ条三千貫余。右、為　御扶助被　仰付候、重而御判可遣之旨御諚候、可被得其意候、已上、天正十一年九月朔日 矢部甚兵衛（花押）・曽我兵庫頭（花押） 吉村又吉郎殿

東方。大洲。小籔。右、為御扶助被仰付候、猶御糺明之上、重而御判可被下之旨被　仰出候、已上、天正十一年九月五日 曽我又六（花押）・矢部甚兵（花押）・松庵 長田善次郎殿・長田又五郎殿

為　御扶助石田之郷被仰付候、尚被遂御糺明、追而御判可被下之旨御諚候、可成其意候、已上、天正十一年九月六日 矢部甚兵衛（花押）・曽我兵庫頭（花押）・松庵 毛利掃部助殿

いのこしの内弐百貫文。右、為寺領被　仰付候間、追而御判可被遣之旨御諚候、可被成其意候、已上、天正十一年九月十日 矢部甚兵衛（花押）・曽我兵庫頭（花押）・松庵（花押） 政秀寺まいる

いのこしの内弐百貫文。右、為寺領被　仰付候間、被遂御糺明、追而御判可被下之旨御諚候、可被成其意候、已上、天正十一年九月十日 矢部甚兵衛（花押）・曽我兵庫頭（花押）・松庵（花押） 白坂寺まいる

為坊領猪子石之内を以百貫文被仰下候、尚日記明上御判可被下旨被仰出候、以上、天正十一年九月十日 曽我兵庫頭判・矢部甚兵衛判・松庵判 奈古屋天王坊

甚目寺之内を以卅町被　仰付候間、可被得其意候、以上、 天正十一年九月十日 曽我兵庫頭（花押）・矢部甚兵衛（花押）・松庵（花押） 甚目寺



右為御扶助被遣之候、尚追而御判可被参之旨御諚候、可被成其意候、已上、 天正十一年九月十日 矢部甚兵衛（花押影）・曽我兵庫頭（花押影）・松庵（花押影） 清次殿

為御扶助於熱田之内参百貫文両人江被仰付候、尚追而御判可被遣之旨御諚候、可得其意候、已上、天正十一年九月十七日 矢部甚兵衛（花押影）・長益（花押影） 弐百貫文、又右衛門殿・百貫文、又七郎殿

於日永郷内七拾貫文被成御寄進畢、猶追而御判可被遣旨候、可得其意候、已上、 天正十一年九月廿九日 矢部甚兵衛（花押）・井村彦兵衛尉（花押） 観音寺

為御供料弐百貫被成御寄進候上、全可有社納者也、仍如件、 天正拾一年拾月五日 曽我又六郎（花押）・矢部甚兵衛（花押） 熱田宮検校

かう田の郷。ゆの木おろし。右両郷為御扶助被仰付候、全可有知行旨被　仰出候、已上、天正十一年拾月五日 曽我又六（花押影）・矢部甚兵衛（花押影） 雑賀猿殿

庵原郷坂下村、石切屋敷弐間分、如前々無相違被下候、然上四分一人足諸役共御免ニ候、是者御納馬之刻、於江尻天野三郎兵衛殿、前々之筋目、被成御披露候、依其駿国中可石切大工候、弥守此旨、無々沙汰可被勤奉公者也、仍如件、天正十一未十月七日 小栗二右衛門（黒印「満」）・倉橋三郎五郎（黒印「印文未詳」）・名倉若狭（花押） 石切市右衛門殿

瀬戸谷荻間天王領并同所諏訪神領之事。右、先地頭朝比奈八郎兵衛殿如判之、依為我々知行、為新寄進永不可有相違、但上納所事者、如年来可有納所、諸役等も可為百姓次、然者宮造栄就無沙汰者、其上可申付者也、仍如件、天正十壱未十月九日 高尾惣十郎昌元（花押）・朝比奈新九郎昌忠（花押） 禰宜蔵太夫殿

覚。六呂見内、四町、観音寺、本知。ゑび、壱町、小作、藤七・七郎兵衛。同、壱町、小作、道阿弥。天王堂、壱町、小作、牛兵衛・八郎兵衛。合七町（追筆：朝夕申、不及判候へ共、小平次殿へ可相尋之由御諚候、印知可相渡由と小平次殿へ可申渡之由御取次之間、其段を以判仕申候也、御諚之通井村殿・甚兵殿被成御聞候、以上）、天正十一年拾月廿三日 矢部甚兵衛判・津小平次判・朝夕判 宛所欠

駿州中田之内上島郷医王寺屋敷之事。合五貫七百文、但、門前沙弥屋敷三間共ニ、諸役御免許者也。右、居屋敷永被下置候、是者去午之年、江城穴山殿江御使被申候、御奏者榊原小平太殿被仰付候之者也、仍如件、天正十一癸未年十二月朔日 名倉若狭（花押）・倉橋三郎五郎（黒印「印文未詳」）・小栗二右衛門尉（黒印「満」） 顕光院

本果寺御門徒之儀度々御理之条申聞、如前々相済候、雖然三州之内七ヶ寺之儀者先年不相届仕立候之間、今以還住之事事可被除之候、向後之儀、御門跡様当方御入魂之儀不可有相違候、尚従隠居委細可被申入候、恐々謹言、極月卅日 酒井左衛門尉忠次・石川伯耆守数正・石河日向守家成 下間刑部卿法眼人々御中

端書無之也。本段所屋敷、大宮司殿道より西、かふ木門之内返渡申候、御請取可有候、為後日仍如件、天正十一癸未年十二月卅日 井出甚之助正次（花押）・清彦三郎徳長（花押） 段所殿参

追而定而阿善九申候、半左衛門殿へ別而可申候へ共、急候間御報不申候、非如在候へく候、御心得頼入申候、御札之趣得其旨候、仍今十七日尾・濃之堺羽黒与申地ニ森庄蔵楯籠候を、御馬被出彼地以先勢乗破、敵千余被為討捕候、庄蔵敗北之有様中々見苦敷事共候、然者其表所々境目行之所及御稼候て、此時候間御奉公肝要候、不可有御由断候、恐々謹言、三月十八日 西小左衛門尉吉次（花押）・阿善九郎正勝（花押） 遠佐渡守殿御報

今度羽柴恣之砌付而、為可加成敗、西国・北国按合覃行候間、本意掌候、然者一日も急、其国被才覚、始湯川・其方案内者候而、早々至泉・河表出勢候様ニ可有調談候、次身上之儀、連々佐久間甚九郎演説之通聞届候、望之儀有之候ハゝ無如在可申付条、此節忠儀専一候、猶佐久間かたより可申越候、恐惶謹言、三月廿一日 御諱御判・信雄判 保田花王院・寒川殿

如貴札、其以来苻申達候処、御懇書一入御珍敷令拝見候、仍南衆出張、就之在宮被申剋ニ御使祝着之由被存候、一両日中野陣へ打出被申候間、其節於御陣中彼此可申達候、此旨恐々謹言。追啓、明後日之早天ニ御打出候義、可為御肝用候、委可及貴報候へ共、取込不及是非候間、早書之体非如在候、卯月十三日 江庵玄策（花押）・長山信濃守通兄（花押） 多劫貴報人々御中

無御心元存、折々外かまへまて人を進候へ共、不致参着罷帰申候、一段迷惑申候処ニ、小右右衛門尉殿被参様子承届、もちろんニ候へ共、御けんこの旨尤ニ存候、御使札則殿様・　いへやすさまへ令披露候、御機嫌不斜候、御うしろまきの儀則被成候間、其段御心得可在候、何事も口上ニ申渡候ゝゝ、御長三無何事候、可御心安候ゝゝ、各々へ以書状申度候へ共、此人持参間敷之由被申間如此候、猶々さまゝゝ御調略之儀も御座候、先半年ハ御ろう城尤ニ存候、今まて御うしろまきなき事ハ、先日吉内参、五三日中ニ落居之様被申候間、さてハ何之御儀も出来与思召延申候、恐々謹言。返々長三何事なく候、御使ニもミせ申候、御うしろまきの事さいそく申候、五三日中たるへく候、又申候、そか又六以書状可申入候へ共、御まへにて貴殿さまへ御状したゝめ申候とて如此候、此状も御しつけニ御まへにて書進申候間、書中早々申候、（裏書：追而申候、此二通北条美濃守よりの状にて候、関東勢之儀、自然不案ニ思召候ハんかととて、家康より被遣之候）五月廿六日 雄吉（花押）・三吉（花押） 宛所欠

覚。山内■右衛門尉。大塩金右衛門尉。古田彦三郎。木下勘解由。一柳市介。ひとう甚右衛門尉。いとうかもん。津田小八郎。以上。右見計、人数を相たつへし、於虎口うろたへ間敷者也、六月二日 秀勝（花押）・秀吉（花押） 宛所欠

一揆ニ可罷立在々、一、方上郷、一、大覚寺、一、八楠、一、越後島、一、ふち牛らち、一、せき方らち、右之郷中有談合、大はた壱本、面々之こしさし壱本つゝ、もんハ中くろ、もち道具者、弓・てつほう・やり、其支度候て、十五をはしめ六十をかきり、壱人も不残御一左右次第、可罷立候、何れも年寄分者のりくら、物主者原河新三郎ニ被仰付候間、彼人指図次第、はしりめくりあるへく候、陣取之儀も、新三郎一所たるへく候、以上、申八月廿六日 駒帯（黒印「印文未詳」）・坂豊（黒印「印文未詳」） 右之郷年寄衆

尾州之内六角堂一円、為替知先百貫被宛行旨候間、全可有領知者也、仍如件、 天正拾弐九月十日 曽我又六郎（花押）・朝夕（花押）・松庵（花押） 宛所欠

英比・乙川・亀崎三郷之儀、為御扶助被　仰付候条、全可有所務之状如件、 天正拾弐九月十日 曽我又六郎書判・飯田半兵衛書判 長田弥左衛門殿

北伊勢朝明郡五原五郷之内四百貫文、為替知被宛行之旨、被　仰出者也、仍如件、天正拾弐九月十日 曽我又六郎（花押）・朝夕（花押）・松庵（花押） 長崎弥左衛門殿

北伊勢横郡東方之郷之内を以、替知之内弐百貫文宛被仰付之旨候間、全可有知行者也、仍如件、天正拾弐九月十日 曽我又六郎（花押）・朝夕（花押）・松庵（花押） 長田善二郎殿・長田又五郎殿

北伊勢伊那郡内大社之郷・同郡赤尾郷合八百貫文、替知之内、先右分被仰付候、全可有御知行状如件、天正拾弐九月十一日 曽我又六郎（花押影）・朝夕（花押影）・松庵（花押影） 津田清次殿

朝明郡、小島郷弐百五拾貫、同郡、田口百十貫。同郡、垂坂郷五拾貫、合四百貫余。弐百貫宛被　仰下之間、全可有領知者也、天正拾弐十月廿六日 曽我又六郎（花押）・朝夕（花押）・松庵（花押） 高木権右衛門殿・高木勝兵衛殿

先知行ニ為御加増溝口郷弐百五十貫被　仰付之間、可有御知行候、御帰城次第御書相調可遣候、先以両人申入候、恐々謹言、正月十一日 朝夕勝長（花押影）・松庵友省（花押影） 富田又七郎殿

禅興寺御瑞世之儀、相公様雖御在位無之候、公帖任先規調進候、　御当家御相続之上、御直判追而可申請進候、恐々敬白、二月十五日 芳春院松嶺（花押）・一色右衛門佐氏久（花押）・町野備中守義俊（花押）・小笠原兵庫頭氏長（花押）・高修理亮氏師（花押）・簗田右馬助助実（花押）・永仙院昌伊（花押） 祥珪和尚

就于　開山三百年忌、赦帖五通、　相公様雖御在位無之候、申調進置候、御当家御相続之上、御直判追而可調進候、恐々敬白、六月三日 芳春院昌寿（花押）・一色右衛門佐氏久（花押）・町野太郎義俊（花押）・小笠原兵庫頭氏長（花押）・高修理亮氏師（花押）・簗田右馬助助実（花押）・永仙院昌伊（花押） 正続院衆中

此度南衆出張、当地へ取懸候時分、於江家口ニ身労、不及是非候、忠信忝候、以来失念申間敷候、仍如件、天正十三年酉十二月廿日 綱継・国綱（花押）・義久（花押） 石崎次郎左衛門との

此度南衆出張、当地へ取懸候時分、於江家口ニ身労、不及是非候、忠信忝候、以来失念申間敷候、仍如件、天正十三年酉十二月廿日 国綱（花押影）・義久（花押影） 宛所欠

今度証人之儀付而従平七・成吉其断被申候処、御差図之外若き衆まて、妻子駿州へ被引越候て、無二可有御奉公之由、則及披露候処、不大形御祝言ニ思食候、殊去秋於真田別而被入御精御走舞之由、大久保七郎右衛門尉被申上候、毎度御無沙汰不被存之旨御喜悦被成候、依之各へ御直書被遣候、弥御奉公無御由断体専要候、恐々謹言。尚々各無二可有御奉公之旨不大形候、祝着之旨可御心安候、弥各可被相談候、以上、正月十三日 忠隣判・正信判 宛所欠（上書：武河衆中御宿所　従岡崎大新十郎・本弥八郎）

今度、証人之儀付而、従平七、成吉、其行被申処、御差図之外、若き衆まて妻子、駿州江被引越候て無二可有御奉公之由、可及披露候処、不大形御祝着に思召候、殊去秋於真田表、別而被入御精、御走舞之由、大久保七郎右衛門被申上候、毎度、御無沙汰不被存候旨、御喜悦被成候、依之各へ御直書被遣候、弥御奉公無御油断、殊専要候、恐ゝ謹言。尚ゝ各無二可有御奉公之旨、不大形御祝着候旨、可被御心安候、弥、各可被仰談候、已上、正月十三日 忠清判・正信判 宛所欠（上書：武川衆中御宿所　従岡崎大新十郎・本弥八）

就佐野之儀被成、御書候、彼家中無別儀之段、尤被　思召候、弥御入魂簡要之由、被　仰出候、惣別東国之儀急度御静謐可被　仰付候条、其間之事、聊爾之動不可有之旨、委細山上道牛被　仰含候、恐々謹言、（異筆：考天正十四年也）五月廿五日長盛（花押影）・三成（花押影） 塩谷弥六殿御宿所

以上。大宮浅間御供屋敷年貢壱貫八拾文之分、御奉行衆申候て、御年貢引可申候、以上。追而申、大宮司殿社人衆手形を御とり候て、■かも■次第引可申候、戌十月廿日 鷹国（黒印「印文未詳」）・清彦（黒印「印文未詳」）・井甚（黒印「印文未詳」） 清長参

庵原西方坪付。いつミ河、壱石弐斗五升三合、与惣衛門。同所、四斗弐升四合三タ五才、飯高。石原田、壱石三斗弐升弐合、虎助。かなや、五斗壱合、福泉坊。此外壱斗三升四合五タ御料所。合六斗三升五合五タ地之所。外か原本銭百文、壱斗六升八合、惣左衛門。町屋本銭弐百文、三斗三升六合、助兵衛。以上四石六合三タ五才、下方升。此代五貫八文。右、石切之奉行就致、如前々被下候之由、倉三五御理候之間、如此候、已上、丁亥卯月五日 宗白（花押）・内々（花押） 青木市右衛門殿

敬白、起請文。一、屋形様へ如前々無二御忠信可有之由、以御誓書被御申上候条、拙者ニも御同前ニ承候、本望候事。一、右之御首尾至于無御相違者、縦世上如何様ニ変化候共、於自分も不可存無沙汰候事。一、万一佞人之所行も候者可申顕候、又可承候事。以上。右之条々若於偽者。上ニ者梵天・帝尺、下堅牢地神、惣而日本国中之大小神祇、別而御当社太明神・八幡大菩薩・摩利支尊天・天満大自在天神、各可蒙御罰状如件、天正拾五年丁亥卯月七日 芳賀高継（血判・花押影） 笠間殿御報

伊久美郷之内犬間村、先々歩夫候へ共、只今郷中大破に付而指置候、いか様にも百姓を付、野地・山地共ニ、可致開発者也、仍如件。追而従在々、人を尋犬間へ引越ニ可被入情候、以上、天正十五亥四月十七日 日付上に（黒印「印文未詳」）岡九久綱（花押）・剣次正長（花押） 右近大郎殿・平内三郎殿

古府内・桐ヶ作百姓木草取野、竪三里・横壱里亥年之如　御印判、入籠ニ木草可取候、近年上原私ニせく由曲事ニ候、当年各申ニ付而、聞届候、向後ハ入籠ニ可苅者也、仍如件、己丑十二月廿日 越後守（花押）・下野守（花押）・右馬助（花押）・左近丞（花押） 上原一番との（上書：桐ヶ作上原一番との・脇庭中）

全功書判。奥山蔵竜庵寺領参貫文所、屋鋪、同門前西東山河、如前々為大成全功茶湯田、永末代方広寺江令寄進之者也、天正十五丁亥極月吉日 近藤平右衛門秀用印、使禅流宗勤・松井宗十郎 方広寺まいる

南金目森戸分之内、飯田善左衛門尉缺落之由候、彼名田弐十貫文之所、其方相拘百姓可致之候、江城へも御内儀申上候間、彼田地請取之、百姓役厳密ニ可被懃之、其方儀者、年来別而御恩賞被下候間、此時可被相走廻候、委細者柳川所へ申越候者也、仍如件、戊子二月廿一日 左馬允（花押）・林六郎左衛門尉（花押）・木村信濃守（花押）・興津太郎兵衛（花押） 藤間十兵衛殿へ

急度以飛脚申候、仍彼材木之儀付、公私様々被入御精候故、時宜可然相済申、殊大和大納言殿より御書出迄被差下候、我等式之儀者不及申、惣御門徒中之悦不斜候、併御慈悲之至と難有被存候、尤軈も各罷上、此度之御礼申上度雖存候、国方之儀置之候而如何と存、先今朔日三州罷立、七ヶ寺なから駿河へ罷下、六日ニ家康へ一礼申入、一段御合能御座候間、可御心易候、然処材木之儀未被相果、此昨日已前当国へ上使を被差越、七ヶ寺へハ何のさわりもなく、下坊主衆・御門徒中として、五千本之材木京都へ早々可相届之由被申懸、各迷惑過御推量慮候、如何御座候ハん哉、先々有様之段御注進申入候、幸家康も上洛之事候間、度々御六かしき儀申かね候へ共、何とそ被廻御方便、事相済申候様、御取合奉憑候、恐々謹言。追而申候、最前御理之ことく、大和大納言殿より御書出の本形、只今返進候、精々御請取あるへく候、以上、六月廿七日 本証寺空誉○・勝鬘寺了意○・上宮寺尊祐○・五ヶ寺○ 下間刑部卿法印御房御宿所

権現山有之城物之事。壱張、大鉄炮。五十、小鉄炮。六十九、大鉄炮玉、但、小玉二ツつゝ紙ニくみミ、大玉ニこしらい申候。千仁百放、合薬。千三百五十、くろ金玉。九百、同玉、従鉢形御越被成候御使江坂又兵衛。六十八、大玉同改。拾四放、同薬同改。九斤、同薬同改。千五百、矢、此内五百金様同改。拾張、数鑓、但、自中山来。以上。新左衛門尉嗜。拾五丁、鉄炮。千五百放、合薬。一箱、ゑんせう。三千仁百、玉。廿本、数鑓、但、木ゑ。拾本、竹ゑ。仁本、物鑓。仁本、物旗。拾仁本、かち小旗。百、矢。三丁、弓。壱保、うつほ。廿、大玉、但、切玉。仁丁、やけん。百まい、こんたね。拾俵、兵粮。以上、子之拾月十三日 江坂又兵衛（花押）・松本二平（花押） 宛所欠

松井田ニ而手作分無之由候間、五ヶ村之内金井佐渡守年来抱候三百疋之所、永遣候、猶用所候者、可承候者也、仍如件、戊子十二月十二日 駿河守政繁（花押）・新四郎直昌（花押） 外郎源左衛門尉殿

為今度御名代可有御下之由、御大義無申計候、其付而馬・人足之儀被仰越候、尤此節候条、御門徒衆馳走被申度、雖覚悟候、此国之様子、兼而如御存知之、仏法領之儀者、万事軽之様ニ候之者、急度馳走被申候義、罷成有敷候、其上家康出ニ付而、在々奉公衆之儀者不及申、百姓衆を人夫ニ罷越候、可有御推量候、殊遠州ヨリ奥へハ、中ゝゝ馳走罷成間敷候、せめて三川之内を、涯分成次第馳走可申候、恐々謹言。追而申候、被仰越候義、一々請乞不申候事、迷惑候へ共、国之有様候間、如此候、以上、天正十七二月五日 三ヶ寺の判・惣坊主衆 下間刑部卿法印御房

覚。一、従京都御当方年内可為御上洛旨、御使始終之様子、雖無御得心候、此度条ゝ御使者江御返答之間、依彼御挨拶、御隠居来冬中必可為御発足事。一、自諸手御上洛之出勢并出銭、又御国之御仕置、諸色兼日可被成置意趣条ゝ之事、已上、六月廿二日 松左（花押）・同尾（花押） 宛所欠

就其表之儀被成御書候、何茂国々無事ニ被仰付候処、其表猥之様体相立聞候、対宇都宮縦私之意趣候共、被及鉾楯候段、御為不可然候、何様ニも被任上意尤ニ存候、尚大関土佐守可為演説候、御分別肝要候、恐々謹言、十月五日 増田右衛門尉長盛在判・石田治部少輔三成在判 那須太郎殿

先年御しんふわかさ殿をさゝい申に付而、左様之遺恨を以、此度拙者しきよくの儀被御申立事、御よきなく候、少も御うらミと不存候事。一、自今以後者、もうとう貴殿之御事ハ不申及候、御子共たち御しんるい中まてもあしきさまニ存間敷候、為其一札を以、申候事。二、年来過分しきよくれきせんの所を御かけを以、上野殿様より過分ニ御指置被下候、其上一命御助之所、此御おんしやう世ゝ生ゝわすれ申ましく候事。右偽申に付而ハ、けんさいにてハ天道日本国中大小之神祇御はつと可蒙候、其上来世まてをせいしニ入置申者也、かならす申定間よし見之与三左衛門・ちふさへもんも右同意に存候ニ付者、如此加判申所実正也、為共せいしを仕候所、仍如件、天正十七己丑十一月九日 長門（花押）・藤十郎（花押）・与三左衛門（花押）・ちふさへもん（花押）・せう人相磯与三左衛門（花押）・同日吉八郎左衛門（花押） 大川兵庫殿・同又太郎殿参

御給書立之事。一、五百拾九表、遠州かミなり村。一、五拾八表弐斗八升四合、榛原飯淵郷。一、参拾表、柴村。以上六百四拾七表弐斗八升四合。右、可有御所務者也、仍如件、己丑十一月十七日 内三左書判・長七左同・松孫同 小笠原久兵衛殿

御脇書立之事。卅俵是ハ浜松御蔵へ羽紙遣、御切府。四十九俵、駿州ウトウノ郷。以上七拾九俵者。右、可有御所務者也、仍如件、己丑十一月十九日 松総書判・由々起書判・長七左書判 加藤九吉殿

御給書立之事。一、百弐拾四表六升七合、遠州宇苅、法蔵寺分。一、九拾三表壱斗、三州、大浜郷。一、百拾六表、駿河山西、良知郷。以上参百卅表壱斗六升七合。右、可有御所務者也、仍如件、己丑十一月廿四日 松弥十判・内三佐判・長七左判 松平九郎右衛門殿

追而令啓候、北条事、年内可致上洛之旨、重ゝ被申上、其手筈相違付而、来春被成　御動座、可被加御成敗分ニ相究候、北条方へ被遣　御朱印、則写進之候、此砌早速於御上洛者、万事可被任御意候哉、異于他申合付而、存寄趣、重畳申下候、御分別此節候、委細御返事可承候、以其上、弥御取成可申上候、猶従上郡山右近丞方可申入候、恐ゝ謹言。猶ゝ不入斎可有演説候、十二月五日 長吉（花押）・利家（花押） 伊達左京大夫殿御宿所（上書：伊達左京大夫殿御宿所　羽柴加賀中将・浅野弾正少弼　利家）

古府内・桐ヶ作百性木草取野、堅三里・横一里亥年之如、御印判、入籠ニ木草可取候、近年上原私ニせく由曲事ニ候、当年各申ニ付而、聞届候、向後ハ入籠ニ可苅者也、仍如件、己丑十二月廿日 越後守（花押）・下総守（花押）・右馬助（花押）・左近丞（花押） （異筆：庄屋）上原一番との

湊ニ在是貴所舟二艘之内、一そう明後日廿二日より、桑名江被廻、直ニ駿河江被遣候間、可有其意之旨、被　仰出候、貴所当町ニ居住候間、御理申上度段、町左懇ニ被申上候、一段尤ニ候、思召候、殊ニ貴所当町馳走ニ候、此間者諸事御精入候間、常ニ候ハゝ御用捨被成度思召候へ共、湊爰元之舟御セんさく被成、被　仰付候間、町左ニ堅可申付之旨、　御意候得者、町左留守候間、如此候、恐々謹言。尚々貴所舟御改候段、町左懇ニ被申上候、然共諸浦之舟被仰付候通、懇ニ伝候へと御意ニ候間、不及了簡候、以上、十二月廿日 外甚五左雄庶（花押）・町主水方竜（花押）・玉数馬高右（花押） 江斎御宿所

急度申入候、仍去廿九日、にら山、同山中之城御責被成、中納言殿山中城御責崩被成候、彼城主悉御打捕被成、　上様御機嫌無申計候之由候、にら山も落居仕、御注進状写進、御取詰之由申候、追々御吉左右可申入候、恐々謹言、卯月五日 石川伊賀守光重（花押）・小出播磨守秀政（花押）・伊藤加賀守秀勝（花押）・寺沢越中守広政（花押）・蒔田相模守久勝（花押） 大坂御留守居衆中

西浦七ヶ村・江梨おあミ年貢、前々ハ無之由承候へハ、今度ハ御国あらため候儀候間、前々のすちめにまかセ、両人より被入情、御年貢御あつめ可届候、若何かと申仁有之ハ、急度可申付候、為其両人より奉行弐人付置候、但たちものゝうお同前に可被申付候、恐々謹言、天正十八年卯月十六日 浅弾正内、杉新平■■（花押）・大北源三郎経（花押） 大川兵庫殿・同隼人殿参御宿所

中郡白根表ニ京勢地衆集居所打敗、敵一人討捕、走廻之至、忠信感悦ニ候、弥可抽粉骨候、小田原へ申立、可遣　御感状候、当時往行就不自由ニ、先自判を出之者也、仍如件、天正十八庚寅四月十七日 大和守（花押）・御検使大藤長門守（花押） 佐藤伝左衛門殿

中郡白根表ニ京勢地衆集居所打散、敵一人討捕、走廻至、忠信感悦候、弥可抽粉骨候、小田原へ申立、可遣　御感状候、当時往行就不自由ニ、先自判を出之者也、仍如件、天正十八年庚寅四月十七日 大和守（花押）・御検使大藤長門守（花押） 井上源三郎殿

此度こやにて大川兵庫殿之をあミをぬすミとり申候、就其御せいはい被成候処を、長浜百姓衆■■郷御百姓衆、御侘言被成候ニ付而、御たすけ被成候キ、過分ニ存候、向後ハ田畠等・屋敷等、網度共ニ少もやから之儀申ましく候、若族申ニ付而ハ、此度をあミをぬすミとり申候儀を以、何時も藤十郎御せいはい可被成候、猶御百姓衆たのミ入、御侘言申候間、御百姓衆へた少もふさた申ましく候、以上、寅四月十八日 長浜、とう人藤十郎（略押）・同な■■（略押）・平左衛門（略押）・あつかい人まこ左衛門（略押）・同平右衛門・同善へもん・同二郎右衛門（略押） 杉新平殿・大北源三郎殿・大川兵庫殿参

以上。一、修善寺。一、於修善寺作毛江サゝハルヘカラス。一、諸道具百姓持少行候トモ、イロウヘカラサル事、其外弓矢・鉄炮ハ、山中ノ義ニ候間、猪・鳥防ニ候間、自然何角申仁候ハゝ、捕取コサルヘク候。一、前々トシテ修善寺其方ヨリ仰付ラルヘク候、何角ト申仁候ハゝ、両人方へ御申有ヘク候。一、湯ニカツケマカリ越狼藉ノ事有段、角モ曲事ノモノ是者ハ、百姓中トシテ捕取越サルヘク候ツミ、四月十八日 浅弾正内、杉新平（花押）・大北源三郎（花押） 福井兵部トノ参ル

一、於出城之上、兼日如申定、毛頭表裏有之間敷事。一、於鎌倉在寺之内、横合非分有之間敷事。一、致御先勢忠信無之間、　御朱印被下候共、御赦免之上者、為無疑ニ、以誓紙申定候事。右三ヶ条之所令違犯者。梵天・帝釈・四大天王、日本国中大小神祇、殊八幡大菩薩・摩利支尊天御罰可罷蒙者也、仍起請如件、天正十八四月廿三日 脇坂中務少輔安治（花押）・安国寺恵瓊（花押） 清水上野介殿・高橋郷左衛門尉殿・其外城衆中

永代在郷御被官ニ罷成候、似合之御用等少も如在申間敷候、為後日一筆を以申上候、仍如件、天正十八年寅四月廿三日 弥六（花押）・藤五郎（花押） 大河殿参

当所へ御朱印取次候而遣候間、狼藉候族有間敷候、若違犯之輩於有之者、此方へ可申来候也、五月朔日 浅野弾正少弼長吉（花押）・木村常陸介一（花押） 宛所欠

急度令申候、仍八州諸城事、為可被責殺、越後宰相中将、加賀宰相、木村常陸介、浅野弾正少弼、山崎志摩守、岡本下野守、家康内本多中務少輔・鳥居彦右衛門尉・平岩七之助、以上五万余騎被差遣候処ニ、城ゝ命を被助候様ニと、右衆中江申ニ付而、其旨言上仕候へハ、数ならさるものゝ儀ハ、不入事候間、可助由被仰出候付、城ゝ請取候、然者残る岩付・鉢形・八王寺・忍・付井此五ケ所之儀、降参遅ゝ故、為被加御許戮、城の可然、を被成御尋候処ニ、右五ケ所之内にてハ、武蔵国岩付城要害堅固之由、案内者共申上候、然者よき城より先可責崩由被仰出、則木村常陸・浅野弾正・山崎志摩・平岩七之助、此面ゝ都合以二万余、責口分相究、去廿日押懸、即時ニ町まて乗崩、悉刎首、息を不続、端城責入候、数度之戦雖有之、不叶ニ付て、本丸よりも坊守を出し、何も役にも立候者ハ、はや皆致計死候、城のうちニハ町人・百姓・女以下より外ハ無御座候条、命之儀被成御助候様と申ニ付て、百姓・町人・女以下一定ニおゐてハ、可助ためニ、責衆より検使を遣し、たすけ、城を請取候後、百姓・町人以下之年寄・子共二三人打交り、并氏政妹、其息女、十郎妻女在之条、如何可仕哉之旨、従彼面得御意候処ニ、名も有者の妻子ニ候間、当座之恥辱を不与様ニ可仕旨、被仰出候ニ付、端城江出し、其外かくれ居候者ともさかし出、一所ニ鹿垣をゆひ廻、追入被作置候、就其後長敷者申様、此上にてハ、命を御助候ても、生甲斐無之候条、迚事ニ小田原へ入、十郎与一所ニ腹を切度と申候を被聞召付、義理を存知たる者ニ候条、哀ニ被思召候、其城中江遣候へと被仰出候間、定而五三日中ニ、彼者可令参着候条、必此口より可送遣候、次おやこの女房衆之儀、不便ニも被思候て、女之儀候条、為差御詫言申上可遣候、於然者、幸石巻下野守最前命を助被遣たるものゝ儀候間、迎ニ被遣候ハゝ、岩付江遣、右女房衆ニ引合、可送候、就中於岩付城討残候首共、只今持来候間、此口ニ可掛置旨、御意候、其内ニ可被取蔵も候ハゝ、人を出し、所望次第可被取入候、さ候ハゝ、互ニ鉄炮を打留候て、程を可掛候、但於無同心者、夜陰ニ可懸置候歟、御報ニ可承候、次相残一ケ所之城之儀、鉢形城ハ、羽柴越後宰相中将・羽柴加賀宰相両人ニ被仰付、被取巻候、忍・八王寺・付井之儀も、手宛ゝゝ何茂被仰付候、急度可為一着歟、恐ゝ謹言、五月廿七日 羽柴東郷侍従秀一判・羽柴岐阜侍従輝政判・羽柴丹後少将ー―判 北条左京大夫殿御宿所

郡次ニ在所へ罷移、麦作収納由、従津久井之足軽已下濫妨狼藉、堅令停止者也、仍如件、寅六月二日 内藤（朱印「印文未詳」）・御検使大長（黒印「福」） 波多野之内今和泉之村名主中

郡次ニ在所へ罷移、麦作収納之由、自津久井之足軽以下濫妨狼藉、堅令停止者也、仍如件、六月二日 内藤（朱印「印文未詳」）・御検使大長（黒印「福」） 広川之内名主中

累年不思儀之以筋目、手前ニ御堪忍御子孫有繁昌、此度御本意候、有増珍重ニ存候、扨又御世上如何様之模様も有之、善之後之此方へ御出之子細も候者、無疎略御堪忍被成可申、可御心安候、以上、謹言。数年之弓箭ニ数度之御辛労御身命を請申候、不慮ニ有御残命、此衆御生家へ御帰目出度候、庚寅六月四日 治広（花押）・照親（花押） 宛所欠（上書：残悦斎参人ゝ　治部太輔）

武州ノ内一ふかたの下地。大はた村。和田村。八日市村。禁制。一、当軍勢濫妨狼藉事。一、放火之事。一、対地下人非分申懸之事、并還住之事。以上。右条々於令違背者、速可処厳科者也、仍如件、天正十八年六月廿四日 常陸介（花押）・孫四郎（花押） 宛所欠

定。一、殺生禁断之事。一、甲乙之人馬乗通行之事。一、境内山林竹木猥に截採事。以上。右条々堅可相守候、若於令違犯者、速可処厳科者也、仍如件、天正十八年六月廿四日 常陸介（花押）・孫四郎（花押） 宛所欠

禁制、相模国見増之郷。一、軍勢甲乙人乱妨狼藉之事。一、放火之事。一、対地下人申懸非分事。右条ゝ、堅令停止畢、若有違犯之輩者、速可処厳科之由、所被仰出也、仍如件、天正十八年六月廿四日 本田中務小輔（花押）・平岩七之助（花押）・戸田三郎右衛門尉（花押）・鳥居彦右衛門尉（花押） 宛所欠

定。一、鉢形城請取者共、濫妨無道之儀、可為一銭切事。一、地衆与喧嘩口論之儀、不立入理非、先此方之者可令成敗事。一、城中へ地下人其外出入之砌、非分之儀申懸事。一、町屋に不可陣取事。一、火之用心已下、堅可申付事。右条々、於違背族者、可被成敗者也、天正十八年六月日 常陸介（花押影）・弾正少弼（花押影）・筑前守（花押影） 宛所欠

定。忍之内■■■。当寺之儀、急度令還住、昼夜勤行如前々可其沙汰、若横合非分於在之者、可処厳科者也、仍如件、天正十八年七月十三日 木村常陸介（花押）・浅野弾正少弼（花押） 宛所欠

急度申入候、仍氏直高野へ被罷上候、於其地舟之儀被申付候て、桑名へ可被遣候、為　御意如此候、恐々謹言。猶々北条氏直被参次第急度可申付候、以上、七月十四日 ■判・■判・梅心判 加藤隼人殿・同又八殿人々御中

鶴岡八幡宮共并門、何も被成御建立候、其内先かりふき事被仰出候、如前ゝ竹木・かや・縄・人足等罷出、雪下七人院家中・神主・小別当被申次第可立之候、近日御帰陣可被成候条、其已前ニ急度可相勤者也、七月十七日 片市正直倫（花押）・早主馬頭長政（花押） 三浦・小机・鎌倉地下人中

御知行書立。合五百石者、ふかや之内■■■■■、新■郷之内。以上。右之分、可有御所務候、御朱印重而可被御申候者也、仍如件、卯六月六日 伊奈熊蔵判・大久保十兵衛判 毛呂仙千代殿

御知行書立。一、千百弐拾五石者、上総内おたき近辺、寺崎之郷。已上。右分、可有御請取候、重而御朱印可被成御取之候者也、仍而如件、天正十九年七月吉日 伊奈熊蔵（花押）・大久保十兵衛（黒印） 前田源六郎殿

一、百石、五ツ弐分弐リン、深荘村。一、百拾七石七斗三升九合八タ、四ツ三リン、たら崎村。一、百卅六石九斗、三ツ、上小坂村。一、拾六石六升壱合、三ツ三分七リン、高久村。一、百弐拾九石弐斗九升九合壱タ、三ツ六分、高野村。合五百石、辰ノ十一月九日 蔭山四郎兵衛（花押）・筧善兵衛（花押）・大久保甚七（花押）・鈴木金大夫（花押）・門葉三右衛門（花押） 蔭山四郎兵衛殿■

河内国所ゝ知行方合七千石之事、被対父美濃守任御朱印之旨、全可有領知状如件、慶長五卯月八日 輝元判・秀家判・家康御判 北条助五郎殿

御上洛以来不被申入候付、態使者被遣候、　御三法師箭本服被仕、疱瘡もかせ申候、可御心易候、切々御見廻故、右之分ニ先為御礼御使者被遣候、并従尾州も為御礼直書被遣之候也、上地院御上洛刻、猶可被仰越候、右之趣相心得可申入由、従　御内儀被申候、恐々謹言、三月十七日 治部卿法印友省（花押）・安井将監秀■（花押）・水野藤兵衛江吉■（花押）・半竹軒■■（花押） 宗■玉床下

いつもの其地わたし舟、かけつかへかたく申こし候へく候、ふさた候ハゝ、急度せいはい可申候、明日御かいちんあるへく候間、ふさたのあるましく候、御はたらきハ御存分ニ候間、可有御心易候、恐々謹言。此おりかミかけつかへもつかわされ、見せ可被申候、ゝゝ、四月朔日 本作（花押）・天三郎兵（花押） 池田道場参

吉美并宇津山へ渡海之儀、為一人迷惑之由、御訴訟状即入御披露、具披露申候、此時候間、無油断奉公可相勤候、依之粮米拾人分被下候間、引間従奉行可請取候、其上在々櫓手之儀も堅申付候条、若就無沙汰者、引間奉行かたへ可催促候、恐々謹言、四月二日 三左元政（花押）・伊左元慶（花押） 中村源左衛門とのへ

此度佐久越被切■兼約之事ニ候得共、藤井隼人於名田之内五拾貫文可充行者也（宛所左：右、相違不可有者也。今川治部大輔義元（花押影））、四月十七日 阿部大内蔵有■・石川伯耆■ 天野孫七殿

昨日者御樽被進候、為御使参御手見廻申満足ニ存候、御請具ニ申上候、一昨日六日之御走廻ハ矢安走水台へ乗上、目之下ニ見被申敵三十艘ニ貴殿御舟十六艘にて勝利之儀、矢安被申上候、此以前之走廻之儀、御次ニ候間、申上候。一、蔵波前ニ而敵舟三艘ニ貴殿一艘にて勝利被成候事、一、万田より次ノ崎迄焼散被成候処ニ敵かけ付候処ニ、敵之後より只三人にて無相返、殊ニ味方卅余人被打申所、貴所被成様にてたすけ被成候、前代未聞之儀候。一、内あわへ御動被成候処ニ、岡本・金谷・新地三所之敵舟集り、しくい申所者楠見下へ両度迄押こめ被成候事、一、くらへ御動之時、城きわ故、人上かね候を押上、其上敵取付候所をしんかり被成、無相違御上被成候事、すけかや越後其時之見使ニ参物語申候事、御次ニ而申上候、一段之御機嫌ニ候ツる、御手能ゝ御養生肝要ニ候、明日御見廻ニ被参候て万事可申候、恐惶謹言。尚ゝ御養生専一ニ候、御次ニ候間、有様之儀申上候ツる、以面上可申候、以上、五月八日 井豊時吉（花押）・幸松昌重（花押） 宛所欠（上書：山太御宿所　従井豊・幸松）

当御陣既　御帰馬之砌、佐竹出張故、折返于今御対陣候、任吉例御武運勝利之御祈念被成之、巻数可有御進上候、為其申届候、恐ゝ謹言、六月五日 良整（花押）・融成（花押）・康明（花押） 宛所欠（上書：蓮乗院参御同宿中　安藤豊前・江雪斎・笠原越前守）

為御音信御屋形江御祓并矢五百・長蚫・五明・宇治茶御前様同御料人様御二方へ御音信、何も如御書中披露申候、然者於御本意之上、御神領一所・御具足・御甲・御太刀御奉納可被成之旨候、於御神前御祈念簡要存候、委細者木村口上可被申候、恐々謹言、七月廿二日 真房（花押影）・光綱（花押影） 亀田大夫殿御報

御書謹而拝見、忝奉存候、仍凶徒于今三州ニ依張陣、至于信州可被成、御出馬之段、各へ堅申届候、諸軍至于半途罷着之由申来候、猶以早飛脚重々相立候間、着府不可有程由奉存候、此等之趣宜預御披露候、恐惶謹言、七月廿四日 長尾遠江守藤景・柿崎和泉守景家・本庄弥次郎重長 宛所欠

一紙恐入候。飯泉之本反銭之内拾余貫被進候、彼反銭之目銭斎藤若狭ニ被下候処ニ丑年より辰歳まて一年ニ四百五十文ツゝ、四ヶ年之分一貫八百文請取不申候由、披露申候、目銭共ニ進候御印判候哉、無左之者、彼目銭之事者、斎藤方ニ可有御出之由、御意候、恐ゝ謹言、八月八日 綱高判・為清判 宛所欠（上書：小笠原殿参御宿所　藤大・関六）

宇津山城を取立候間、四分一之人足も先々城々普請を可申付候、無沙汰有間敷候、仍如件、十月廿七日 酒左忠次（花押）・石伯数正（花押） 河西百姓中

多門坊拘之八幡之人夫、此已前茂不相勤候之由、寄親江種々訴訟候、依之自年々其段ニ候者、可被相除由内儀候、殊ニ自跡越之手形明鏡候間、有披見落着専一候、已上、十一月廿一日 武筑（花押）・森豊（花押） 須津御印判衆

津島神主野方之儀、能承届候て無別儀候付、如此中神主殿可被仰下候、為其如此候、恐々謹言、十二月廿一日 玄貞（花押影）・星新左衛門（花押影）・金一右（花押影）・朝夕（花押影） 表和様人々御中

修験中退転之様体御尋ニ付申上候事。一、相州諸先達中従前々他国江御用ニ走廻リ候意趣者、従古来伊勢・熊野参詣之者令引導処、拾年已前者、駿府不通故、一切先達打捨、只今百姓ヲ致、身命続申候、在々所々之御地頭、如斯之段御存知候、御不審ニ候ハゝ、御尋可被成候。武州先達従古来拾六人ニ御座候、然ル処、武州北方八人、古川会場不動院ト申山伏年行事相持、聖護院様江年々上分進納申候、南方八人年行事玉滝坊相持、是又毎年上分進納申候、然者御国役之事者、相州廿四人之先達斗走廻リ候、先年聖護院様御下向之砌、相州山伏分之事、可相立之由被仰付候、彼者御国役与走廻リ候由申上候ニ付、京都上分之事進納不申候。一、早雲寺殿於熊野山宝株丸船之義御座候時分、熊野導師案内仕候故、山伏ニ被遣候、依此例ニ他国江御用ニ至時者、山伏ニ被　仰付候、其時分も路銭之儀、従　御上様被下、又山伏も走廻リ候、飛脚■能懸御目候、此上先達衆斗被仰付候者、頭巾袈裟従上申咎之事、無之候、此旨御披露ニ可預候、以上、月日欠 相州衆分中。橋本、権現堂・二階堂。杉田、泉蔵院。本牧、桜井坊・慶蔵院。藤沢、毘沙門道。室田、住光坊。豊田、定円坊。沼目、城光坊。浦郷、慶蔵坊。堀、城入院。同所、城光院。中村、城明院。同、能引寺。国府、円蔵坊。関本、法惣院。中野、蔵滝坊。松田、大蔵院。飯田、仙滝坊。片瀬、玉蔵院。一之宮、大福坊。たゝ■、泉蔵坊。一之宮、幸蔵坊。ほとかや、海蔵坊。御申上候江雪・長純（注記：此両人ハ其時之寺社奉行与承リ候）

大しゆ寺たうのほんそんふつくまい、ならひニはんしゆのほいたうふんの事、せんきよく心さしとしてきしんのうへ、いつかたよりもいらんわつらいあるましく候、返々かのしたち、すこしも申事候ハゝ、此ふミをさきとして、申たて候へく候、月日欠 大蔵（花押）・（黒印「印文未詳」）しんさう 大しゆ寺しとうへまいる（裏書：たうの仏供まい）

坪付。防刕山代之内生見郷一所、百石足、佐波善太郎先知行一々、百五十石足、桑原惣領源三郎跡芸州佐東郡新山一々、拾石足、山田新三郎跡、是者、高萩才千代御扶助之但於子細御奉公有之、永禄十弐年六月廿四日、清水寺尊恕（花押）真光院弘中弾正忠殿、裏書、付之前、被成　御分別、袖仁被居御判候、以御本意之上、可被相調之旨候、仍尊恕多年被守　御本意、当時至御行之砌、御労功無比類之条、為其賞、被対弘中一家、被成　御加恩候、弥御忠儀肝要之由、依仰裏書如件、同日 袖に（大内輝弘花押）文末に弘中弾正忠（花押）・松永二郎左衛門尉（花押）・江木治部少輔（花押） 宛所欠


